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表紙の写真説明
動 物 名：ミニブタ
系 統 名：メキシカンヘアレスピッグ
特　　徴：メキシコのユカタン半島在来

種です。体の色は基本的に濃
灰色で、体毛が非常に少ない
ことが特徴です。また、人に
なつきやすい温順な性格で
す。体重は6ヶ月齢で24kg程
度になり、体型はスマートで
四肢が細長く腹部の下垂がみ
られません。

写真提供：（独）家畜改良センター茨城牧場
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平成16年5月20日（木）～22日（土）

の3日間、長崎市内のブリックホ

ールを主会場として、第51回日本

実験動物学会総会、第38回日本実

験動物技術者協会総会、および第

1回アジア実験動物学会連合（The

Asian Federation of Laboratory

Animal Science Associations:

AFLAS）が開催されます。この

大会は、「日本実験動物科学・技

術 ながさき2004」と称し、3組織

が合同で開催するものです。大会

の会期や方式を合同の大会組織委

員会で検討してきた結果、会期に

ついては、参加者の事情に合わせ、

学会、協会とも3日間とし、その

結果、一般演題は学会がポスター

発表のみ、協会はポスター発表と

口演の二本立てとし、ポスター発

表にはコアタイムを設けることと

しました。

お手元に届いている学会総会案

内（その2）および協会の総会案

内（第2報）をご覧ください。特

別講演では日本生物科学研究所、

東大名誉教授の山内一也先生に

「ウイルスと人間」、米国オクラホ

マ州立大学のリチャード・エバリ

ー教授には「霊長類のヘルペスウ

イルス」と題した講演をお願いし

てあります。山内先生には特に昨

今われわれ実験動物関係者にも身

近となってきている新興・再興ウ

イルス感染症関係を網羅した「ウ

イルスと人間」をお願いし、トピ

ックを理解する格好の講演が期待

されます。一方、エバリー先生に

は、神経科学の進展に伴い研究・

実験に霊長類を多用する傾向があ

ることから、霊長類にかかわるヘ

ルペスウイルス（P r i m a t e

Herpesviruses）について講演を

お願いしました。

シンポジウムは、最近の実験動

物・動物実験分野で最重要視され

ている10本を企画し、最新の実験

動物科学について学ぶ機会を多く

取りました。具体的には、学会学

術集会委員会主催の「ジェノタイ

プ、フェノタイプ、そしてドラマ

タイプ」のほか、実験動物技術者

協会との合同企画で「ストレス研

究最前線―各種ストレス環境にお

ける生体反応―」、「トランスジェ

ニックウサギの開発とその臨床的

有用性」、「サル類の飼育・繁殖現

場から生まれる最新医療研究」、

「実験動物にスローフードは必要

かー老化（長寿科学）研究の現状

と展望を探るー」、「適切な動物実

験の実施をめざして」、「技能と技

術と研究と」、「生殖工学技術とそ

の応用」、「医学・医療における実

験動物の位置付けとその役割」を、

さらに、日本疾患モデル学会との

共催で「マスト細胞を巡る疾患モ

デルの近況」をお願いしました。

これらの他に、大宮大会では

SARS問題で中止となった学会の

国際賞受賞者講演を2年度分の10

人の方々に、また、アジア実験動

物学会連合（AFLAS）の発足に

伴う第1回学術集会（シンポジウ

ム）が22日に開催されます。韓国、

中国、台湾、フィリピン、タイ及

び日本の6ヵ国でのスタートです。

海外文化の取入れ窓口であった長

崎で第1回の学術集会が開催され

る巡り合わせは何か不思議な縁を

感じさせます。またこれとも関連

し、今回、長崎大学附属図書館所

日本実験動物科学・技術
開催に向けて

第51回日本実験動物学会総会大会長　佐藤　浩

第38回日本実験動物技術者協会総会大会長　渡辺洋二

第1回アジア実験動物学会連合大会長　菅野　茂
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蔵約100点による『幕末・明治期

日本古写真コレクション展』を主

会場で開催すべく企画中です。日

本が欧米文化を取り入れはじめた

黎明期当時の日本社会をうかがい

知る貴重な史料です。

一方、最近の大会でほぼ慣例化

している6つの関連集会（LECラ

ット研究会、動物実験施設連絡会

議、実験動物医学会、公私立大学

実験動物施設協議会、助手会・若

手セミナー、実験動物環境研究会）

の共催に加え、学会と協会のそれ

ぞれの「ワークショップ」「教育

セミナー」を統合した「ブリック

セミナー」を7本、またランチョ

ンセミナー9本、イブニングセミ

ナー1本を企画し、参加者の昼夕

食の便宜と勉強会を開催します。

さらに、日本実験動物器材協議会

のご協力により実験動物器材・商

品展示も130コマほど設定されて

います。昨年同様、大会組織委員

会の企画以外にこれらの関連集会

やブリックセミナーをこなすため

には3日間のスケジュールでは無

理なので、大会前日の19日（水）

に関連集会をお願いし、事実上4

日間の大会会期になりますが、前

夜である19日の夕方には長崎港め

ぐりの船上パーティー、中日の21

日夕方にはグラバー園内で野外懇

親会を開催し、アジア各国からの

参加者を含めて「和・華・蘭」の

チャンポン文化というべき異国情

緒あふれる長崎でのひとときを過

ごして戴きたいと思っています。

大会会場は長崎駅の一つ手前の

浦上駅からすぐです。「日本実験

動物科学・技術 ながさき2004」

大会を実りあるものとすべく、大

会組織委員会、実行委員会をはじ

め大会関係者一同、協賛各社から

の援助も得て準備を整え、多くの

皆様のご参加をお待ちしていま

す。

Covance R. P, Inc 代理店　Japan Laboratory Animals, Inc.

Experimental Animals

株式会社日本医科学動物資材研究所
〒179-0074 東京都練馬区春日町6丁目10番40号
TEL（03）3990-3303 FAX（03）3998-2243

各種実験動物の受託飼育 非GLPの受託試験
SPF・クリーン各種実験動物 動物用医薬品一般販売
輸入動物（Covance・Harlan・Vanny）：ビーグル犬・モングレル犬・サル類・遺伝子操作マウスetc.
その他実験動物　獣血液・血清・臓器　床敷　飼料　飼育器具・器材

取扱品目

NAGASAKI 2004
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2003年11月29日、長年の懸案であったアジア実験動物学会連合

（The Asian Federation of Laboratory Animal Science

Associations、以下、AFLAS）が設立された。これにより参加各国

の学会会員がアジア地域はもとより世界の実験動物学の発展に貢献

する土台が作られ、会員一人ひとりの活躍が大きくアジアにそして世

界に広がることが期待される。この稿ではAFLASの設立の経緯をま

とめ、その意義と今後の方向を述べ、日本の実験動物科学や動物実験

に携わる皆様のご理解を願い、今後の発展にご協力をお願いしたい。

読者の多くはAFLASになじみ

がないと思われるので、まずその

概要をお知らせしたい。

AFLASはアジアの各国・地域

の実験動物学会が参加して結成し

た連合組織であり、上述のように

2003年11月29日に東京都文京区・

学士会館分館にてその最初の総会

が開かれ、結成された。当日は日

本を始め韓国、タイ、フィリピン、

台湾の５ヶ国・地域の学会代表が

参集し、中国の学会は事情で参加

できなかったものの、今年1月に

正式に参加の意向を伝えてきたこ

とから、当初予定していたアジア

6ヶ国・地域の実験動物学会の連

合体として発足した。

会長には菅野茂氏（日本・東京

大学名誉教授、日本実験動物学会

理事長）、副会長は李栄純氏（韓

国・ソウル大学校教授）が選出さ

れた。また、秦川氏（中国・協和

医科大学教授、実験動物研究所所

長）が副会長として来る５月の

AFLAS長崎大会時に選出される

予定である。事務局長としては小

生（笠井憲雪、東北大学教授, 日

本実験動物学会国際交流委員会委

員長）が、監事として蔡清恩氏

（台湾・屏東科技大学副教授）が

選出された。組織としては評議会

（Council）が最高決定機関であり、

会長、副会長、前会長および事務

局長と会員各学会からの代表１名

からなり、執行機関(Executive

Board)は会長、副会長および事務

局長からなる。会長は次期学術総

会を行う国・地域から選出される

ことになる。

結成総会当日は張子俊氏（韓

国・ソウル大学校助教授）、Han-

Woong Lee氏（韓国・成均館大

学助教授）、フィリピナス・ナテ

ィビダット氏（フィリッピン・聖

ルーク医学センター）、パーンテ

ップ・ラタナコーン氏（タイ・マ

ヒドール大学助教授）、梁善居氏

（台湾・国防医学院動物中心主

任）、蔡清恩氏（台湾・屏東科技

大学副教授）そして伊藤豊志雄氏

（日本・実験動物中央研究所）、福

田勝洋氏（日本・名古屋大学教授）

がそれぞれの学会代表として参加

した。また、本学会から菅野茂理

事長、国際交流委員、桑原正貴、

久和茂両常務理事、佐藤浩第51回

大会長が参加した。

アジアにおける実験動物学会の新しい潮流
―アジア実験動物学会連合の設立―

●笠井憲雪

AFLAS事務局長
日本実験動物学会国際交流委員長

■AFLASの概要 The Asian Federation of Laboratory Animal Science Associations
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まずAFLAS結成に至るれわれ

日本実験動物学会の活動の経緯を

簡単に振り返ってみる。2000年５

月に日本実験動物学会菅野理事長

の第一次体制が発足したとき、理

事長は国際交流委員会を作り、笠

井を委員長に指名した。これは日

本学会としては初めての国際交流

関係の委員会であった、それ以前

は学術集会委員会が担当して、学

会の方針としてアジア各国・地域

の実験動物学会との交流を図って

きた。特に1996年からはアジア各

国に調査団を派遣して、交流を図

ってきたが、この間の概要は福田

勝洋氏（名古屋大学教授）による

「アジアの実験動物事情」として、

実験動物ニュース誌50巻1号

（2001年）に詳しい。それによる

と1996年から1999年の4年間に4

回に渡って日本実験動物学会は東

南アジアから南アジアにかけ11ヶ

国に調査団を派遣した。その結果、

それぞれの国の関係者が実験動物

分野や実験動物学会の発展のため

に日本実験動物学会との交流を望

み、情報交換や技術の支援を望ん

でいることを感じてきた。以上の

実績をふまえ、新たに就任した菅

野理事長は、アジアにおける国際

交流のさらなる発展を企図して国

際交流委員会を発足させた。

一方、2001年の実験動物関係学

会の共催による「日本実験動物科

学技術大会2001」において前島一

淑大会長（慶応義塾大学名誉教授）

はアジア各国・地域の実験動物学

会関係者を集め、シンポジウムを

企画したいとの意向をもってい

た。そこで大会と学会が共同して

「アジア諸国の実験動物―現状と

将来―」というタイトルで特別シ

ンポジウムを開き、今回の

AFLAS設立メンバーとなった５

ヶ国・地域の代表者をシンポジス

トとして招待した。この時、日本

を含めた６ヶ国代表者による国際

交流会議をもち、将来の連合組織

結成の可能性を議論した。そして

この討議内容を持ち帰ってそれぞ

れの学会内でこのことについて検

討することが合意された。

さらに日本実験動物学会はアジ

ア基金を設立した。目的はアジア

の各国から若手研究者を日本実験

動物学会学術集会に招待し、交流

を深めるとともに実験動物学研究

の向上・発展を期することにあ

る。これは2001年５月１１日の学

会総会で日本実験動物学会５０周

年記念事業として設立が承認さ

れ、さらに１２月１日の５０周年

記念式典において日本実験動物学

会国際賞としてアジア若手研究者

を顕彰することが発表された。そ

して翌年５月に名古屋大会に於い

て第１回目の国際賞授賞式が挙行

され、アジア５ヶ国・地域からの

５名の若手研究者に授与された。

この国際賞の選考に際して各国・

地域の実験動物学会に受賞候補者

の推薦依頼を行っており、このこ

とを通して本学会と各学会との密

接な連絡がなされるようになっ

た。

2002年10月、菅野理事長と笠井

はソウルを訪れ、韓国実験動物学

会の当時の韓相燮会長および学会

幹事の人々と会談し、アジアの学

会連合組織の設立と学術集会の開

催が話し合われた。2003年１月に

は連合組織の規程(STATUTES)

案と内規(BY-LAWS)案を各学会

に提示し、それぞれの学会内で議

論するよう要請した。そして、同

年5月、大宮で行われる予定の日

本実験動物学会学術集会で設立総

会を開催することを提案した。し

かし、ちょうどこのころアジア各

国・地域で流行した新型肺炎

SARSはアジア地域で開催が予定

されていた全ての国際会議や国際

学術集会を中止に追い込んだが、

大宮大会でのアジア連合の設立会

議やアジア基金国際賞授賞式も例

外ではなく、ともに延期された。

そこで、次なる提案として昨年

（2003年）11月28日に日本学会の

恒例の実験動物学会維持会員懇談

■AFLAS設立までの経緯 The Asian Federation of Laboratory Animal Science Associations
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さて、AFLAS設立の意義はど

こ に あ る の だ ろ う 。 規 程

（STATUTES）にはAFLASの目

的として次のように書かれてい

る。すなわち、「アジア国際学会

を通して実験動物科学の促進を図

り、実験動物科学における科学的、

技術的及び教育的諸問題を解決

し、さらにその他の実験動物科学

における種々の活動を発展させ、

動物福祉に貢献すること」である。

アジアの実験動物界を眺めてみる

とき、その歴史や会員数、学術誌

発行実績等をみても日本学会の大

きさは群を抜いている。しかし、

中国や韓国、台湾もそれぞれの国

地域の生命科学の発展につれて着

実にその実績を上げてきている。

さらに、生物製剤の製造や実験動

物としての霊長類繁殖生産での必

要からタイやフィリピン等の東南

アジア諸国での実験動物学会もそ

の重要性が増加していることは疑

いがない。しかし、本学会調査団

の報告にもあるようにその基盤は

まだまだ脆弱である。こうしたな

かでAFLASが結成されたことは、

個々の会員がお互いに情報を交換

し、会員各国・地域の実験動物学

はもとより生命科学の発展に貢献

する基盤作りの第一歩が踏み出さ

れたと考えられる。

具体的な活動としては、現在は

２年に１回、学術集会を開くこと

が決まっているのみである。今後

各国・地域会員の知恵で新しい活

動を創造していかなければならな

いが、まずは学術集会として、本

年長崎で開催予定の「日本実験動

物科学・技術ながさき2004」の共

催学会の一つとて第１回AFLAS

学術集会を開催する準備を進めて

いる。第２回と第３回は昨年の設

立総会の折りにそれぞれ韓国と中

国で行うことが承認されている。

次に望まれていることは、学術雑

誌の刊行である。日本学会には

「Experimental Animals(EA)」と

いう学術誌があり、国内外からの

投稿がある。また、韓国とフィリ

ピンから5名の編集委員を招いて

いる。こうしたことから、EA編

集委員会と学術雑誌を持つ各国・

地域の会員学会とでどのような形

の学術誌が可能であるか、検討を

いただきたいと考えている。情報

交換の場としてホームページの設

置は必須であり、具体化したい。

また、実験動物の生産や機材生産

販売などに関わる産業界の交流に

も貢献することを希望している。

会が予定されていたことから、こ

の翌日の29日に設立会議を開催す

ることを各国・地域学会に提案

し、同意が得られた。

しかし、ここで大きな問題が浮

上した。それは台湾学会の名称の

問 題 で あ る 。 台 湾 学 会 は

“Chinese Society for Laboratory

Animal Science”と称しているが、

中国学会は「台湾は中国の一部で

あるので、そのことがわかるよう

な名称にすべきである」とのこと

である。小生が間に入り、台湾学

会と中国学会の意向を確かめなが

らそれを双方に伝え、交渉を行っ

たが、残念ながら設立会議までに

は解決に至らなかった。しかし、

設立会議では組織の設立を優先に

考え、この問題は一次棚上げにす

ることに参加各国・地域の代表は

もとより、ビザ取得が間に合わな

かった中国の学会も最終的に合意

し、設立にこぎ着けた。この問題

はなお、AFLAS内で継続的に協

議することになっているが、長崎

大会までには何とか双方合意でき

る内容で決着を図りたいと考えて

いる。

■AFLASの意義 The Asian Federation of Laboratory Animal Science Associations
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AFLAS規程（STATUTES）

は、２年に１度の学術総会を各国

学会が持ち回りで開催するとして

いる。開催方法としては、単独で

行うよりもそれぞれの国内学会と

共催または併催する形で行うこと

が、現実的であると考える。前述

のように第１回学術総会は本年５

月に長崎で開催される「日本実験

動物科学・技術ながさき2004」に

ジョイントする形で開催される。

会長は菅野理事長であり、この大

会に参加することで第１回

AFLAS学術集会という国際学会

に参加したことになる。実際の準

備は第51回日本実験動物学会総会

大会長である佐藤浩長崎大学教授

と第38回日本実験動物技術者協会

総会大会長渡辺洋二氏の下で進め

られている（本誌４ページ参照）。

英語、日本語、韓国語、中国語が

飛び交う学会となろうが、国際学

会の常として言葉が参加者の交流

を妨げる壁となるが、日本実験動

物学会さらには日本実験動物技術

者協会の語学の得意な会員や留学

生のボランティアの支援をいただ

き、何とか活発な交流を行える環

境を整えたいと考えている。今回

は第１回総会であり、今後の総会

開催の手本となればと願ってい

る。

AFLASは発足したばかりであ

り、具体的活動はその歩みを始め

たばかりである。しかし、今後の

この界の発展を考えるとき、組織

の拡大・充実は急がなければなら

ない。たとえば今回まだ参加して

いないシンガポールやマレーシ

ア、インドやバングラディシュな

ど、実験動物に関する組織や活動

のあるアジアの国・地域の実験動

物学会の加入の呼びかけは緊急の

課題である。また、わが国には日

本実験動物学会以外にも日本実験

動物技術者協会や日本環境研究

会、日本実験動物医学会など多数

の関連学協会が存在しているし、

他の国・地域においても地方学会

や分野別学協会があると聞いてい

る。これらの学協会の加入の道も

開き、多くの人々との幅広い交流

や多くの学協会が有機的に繋がる

ことは、アジア地域のこの分野の

発展に大きく貢献するであろう。

また、わが国には日本実験動物

協会が主宰する実験動物技術師一

級、二級の資格制度や日本実験動

物医学会が行っている認定獣医師

制度がある。これらの資格制度の

アジア諸国・地域への拡充も考え

られる。さらに会員間の技術交流

をとおしてアジアの実験動物技術

のレベルを上げる努力も必要であ

る。

実験動物に関する国際的組織は

いくつかある。ICLASは世界各

国の実験動物学会が加盟し、モニ

タリングセンターや技術講習等を

行っている。しかし、学術集会等

は開催していない。FELASAは

ヨーロッパの実験動物学会連合組

織である。また、AALASは連合

体ではないが、実験動物界をリー

ドするアメリカの学会である。

AFLASは今後これらの国際的な

組織との交流を図る必要があろ

う。

やっと歩き出したばかりの

AFLASであるが、アジアの実験

動物学の発展に大きな役割をはた

すことが期待されている。そして

日本実験動物学会や日本実験動物

技術者協会など、わが国の関係諸

学会・団体がこのAFLASの中心

的なメンバーとして貢献すること

が求められている。今後、皆様の

多大なご支援をお願いしたい。

■AFLAS学術集会の開催 The Asian Federation of Laboratory Animal Science Associations

■これからのAFLAS――おわりに The Asian Federation of Laboratory Animal Science Associations
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「獣医師会による
学校の飼育教育支援」

獣医師が学校に関わった動機

現在、全国で地域獣医師会が自

治体と連携して、主に公立小学校

の動物飼育を支援している。平成

16年1月現在、連携している自治

体は100になっている。これらは

28県にわたり約600市区町村が含

まれている。行政が獣医師会と連

携してカバーしている小学校・保

育園・幼稚園は全国で5000を超

し、連携地域内の獣医師会員は

2716人になる。

著者らは22年前から東京都獣医

師会北多摩支部として学校に関わ

るようになったが、そのきっかけ

は、飼育係りの生徒が、診察する

間もなく死んでしまったウサギを

つれてきたことであった。その子

は何日も、教師にぼろぼろに傷つ

いていたウサギの窮状を訴えてい

たが、学校はウサギを教員室に置

いたまま動物病院に診せずにいた

ため、見かねて、教師に黙って来

院したとのことだった。助けられ

なかったと辛い顔をしていた子を

今でも忘れられない。そこから小

学生を持つていた支部員を中心

に、学校動物部会という委員会を

つくり、支部として学校に対応す

ることが始まったのである。実は

それまでも、会員が直接学校とや

り取りしていたが、改善がなかっ

た。それもあって、獣医師会組織

として北多摩支部内の小平、保谷

など６市の教育委員会を通じて対

応することにして、「動物通信」

という飼育解説冊子を作って担当

獣医師が、各市教育員会に「近所

の動物病院が学校の相談を受け

る」と説明に回ったのが、昭和57

年9月であった。著者らは、獣医

師の助けが学校には必要だと考

え、親として児童に辛い思いをさ

せないように、また弱い動物を放

置させないような教育を支援した

いと思ったのである。その頃の各

市教育委員会の反応は、飼育動物

の存在も認識しておらず、教育委

員会のどこが担当するかも不明で

あった。「動物通信」は毎学期発

行し平成3年に27巻をまとめて発

刊している。その後、平成3年、全国

で最初に保谷市（現西東京市）が

市の獣医師会に対して「飼育指導

を含んだ飼育支援事業」を委託す

るという動きに繋がったのである。

学校での動物飼育について

１．動物飼育の目的と形態

青少年白書によれば最近の青少

年の問題行動は、人と関われない、

自己中心的であり、何かで人を殺

しても改悛の情を示さないなど

と、今まで思っても見なかった事

件が続くという。また警察庁は平

成15年の青少年の犯罪率は大人の

7.6倍だったと発表した。文科省

はそれへの対応として、生命尊重

の指導や、心の育成目的のために、

生活科、理科、委員会活動などで

の飼育や植物を育てる体験をいっ

そう推奨している。

小学校の飼育は、形態から　①

理科授業の飼育　②共に過ごすた

めの愛情飼育　③きれいな或いは

珍しい動物を見る展示飼育　④人

の生活を考える家畜飼育などに分

けられるが、これらの内、幼児や

小学生の心の成長を促すには、情

を伴って最後まで飼育する愛情飼

育が重要である。

言葉のない小さな魂を大事に思

うことは「誰かに思いをかける体

験」になる。平成13年に都内の小

学校で行った調査では「友達がい

中川　美穂子
・全国学校飼育動物獣医師連絡協議会主宰
・（社）日本獣医師会　学校飼育動物対策委員会
副委員長
・日本小動物獣医師会　学校飼育動物対策委員会
（動物介在教育支援）副委員長

●

獣医師会と連携する自治体数
（H15年12月）
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じめられたらどう思うか」との設

問に、哺乳類か愛玩鳥を飼育中の

家庭の子は「助ける」「助けたい」

と大半が答え、「かばう」気持ち

を見せた。一方、飼育経験なしの

家庭の子は、大半が「かわいそう」

と一言だけ答え、自分の気持ちに

ついて述べるだけであった。つま

り、言葉を持たない動物をかわい

がる人は常に動物の気持ちを、し

ぐさや目の色で読み取る努力をす

るうちに、自然に人の気持ちも思

いやれるようになり、難儀する人

を見ていられなくなるのだと考え

られる。共感する心である。この

共感する心は、青少年犯罪防止へ

の重要な鍵といえる。（末尾ＨＰ

を参照）

２．愛情飼育の教育的意義

欧米の発達心理学者や日本での

実践から以下のように考える。

・命の大切さを学ばせる

・愛する心の育成をはかる

・人を思いやる心を養う　

・動物への興味を養う

・ハプニングへの対応

・緊張を緩める　

・マザーリング

しかし、以上の意義は、動物を

かわいいと思って初めて得られ

る。校庭の隅にある飼育舎の中で、

自分に関わりのないウサギが息絶

えても、だれも命を惜しめないだ

ろう。かわいくなれば、口のきけ

ない動物が何を喜ぶかを考えて付

き合うようになり、それが共感や

思いやりを養う。また、世話は面

倒だけど、かわいいからほってお

けなく、結局世話をする。それが

汚れた仕事も嫌がらずに片付ける

責任感を養うことになる。つまり

子どもが動物に情のある関わりを

もって初めて、飼育体験が子ども

に様々な効果を現すといえる。

なお他に、「動物への接し方で、

子どもの心の状態がわかる」とい

う「指標」としての飼育効果があ

る。子どもが動物に辛く当たると

き、①その子の動物への感性が未

熟　②その子自身が虐待などのス

トレスを受けている　③脳の障害

を持っている　などを現してい

る。脳の障害については、行為障

害の症状の一つに「６ヶ月以内に

動物虐待を繰り返す」がある

（ICD=10）。この場合、５、６歳

の時から症状があらわれる。FBI

の報告では、連続レイプ殺人犯や

連続殺人など凶悪犯の78％はその

成長段階で動物虐待した経歴があ

るというが、なるべく早期にあら

ゆる角度からこの病気の兆候を発

見してケアーをすることが求めら

れる。その意味で身近な動物は感

度のよい指標になる。

３．学齢による飼育教育

長い間学校獣医師として関わっ

てきて、また発達心理学や理科教

育の専門家と話し合った結果、飼

育教育のあり方を下のように推奨

している。

幼稚園：子どもたちが持ち込ん

でくる小動物を大事に飼育して、

自然に対する畏敬の念を伝え、ま

た生物界への視点を開く。また小

さな哺乳類や愛玩鳥をクラスの近

くで飼育する。

１、2年生：（親しむ）いろい

ろなものを垣根なく受け入れられ

るこの年齢で動物を飼うことは、

将来の人生に深い影響を及ぼす。

ごく自然に親しめるように教室内

あるいはその近くで生活科とし

て、身近な飼育を行う。この年齢

では飼育舎を管理することは無理

である。

３、４年生：（観察・追及）飼

育舎の飼育を1年間行う。体力も

感受性も強くなっており、外界に

関する興味が広がるときである。

飼育動物に関わることで、道徳的

や理科的な刺激を受け、情感を養

い広い世界を見ることができる。

５、６年生：（発展させる）そ

れまでの学年で飼育にかかわった

ことで、興味を発展させるが、飼

育そのものには関わらず教室内で

小さなペットを飼うくらいにとど

める。課題は、体の構造と臓器の

働き、野生動物と人の病気、日本

の生態系保護、人のために働く動

物たち、食料としての家畜など、

そしてそれに関わる人たちなど、

時間を与えれば、子どもは様々に

見つけるだろう。

なお、学校には野生動物と輸入

動物の飼育を禁じている。またげ

っ歯類については、しっかりした

ところから導入するようにと指導

しており、実験動物生産業者さん

から導入する事例が多くなってい

る。子どもの身近に置く動物なの

で、きれいな動物を導入し、きれ

いに維持するようにと発信してい

る。

獣医師会による学校の飼育教育支援
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望まれる学校獣医師（学校の日

常的な相談相手）

学校では動物飼育の経験を持つ

教員が少なく、今まで多くの教員

は「たくさん飼うことが良いこと

だ、弱いものは死ぬが強いのは育

つ、それは自然淘汰である」と、

考えていた。そのため冒頭のよう

な惨状を子どもに見せていたので

ある。

以下は活動している全国の獣医

師会の指針でもある。児童が動物

の健康を気にするので、健康診断

を大事にしている。つまり年1回

以上の定期学校訪問を重視してい

る。

（1）学校獣医師の活動目的

1）「子どもが動物に情を感じ

る飼育」を実現するよう、

助言・支援する。

2）人と動物にとって心地よい

環境管理法を伝える。

（2）獣医師の実際の飼育支援活動　

1）学校の日常の相談にのる　

2）飼育指導：地区内の教師を

あつめた講習会、或いは学

校の定期訪問

3）飼育支援の連絡会：支援活

動の成果や次年度の活動な

どを、教育委員会、校長会

獣医師会、ときにＰＴＡな

どと協議する会を設ける。

4）授業支援：学校の希望によ

り、獣医師の知識と技術を

もって授業に寄与する。

なお未だに、獣医師の活動を、

「結局診療費が欲しいのだろう」

「この不景気で、とうとう獣医師

は学校の診療費を当てにして、猛

烈に運動している」と相手にしな

い自治体も多い。しかし、開業獣

医師が金銭的収入を考えるなら、

診療室を留守にすることはない。

開業獣医師にとって、一番辛いの

は職場を留守にすることである。

実際、自治体の飼育支援事業があ

る地域でも、診療は殆ど獣医師個

人が負担している事例が多い。

獣医師は、健全な次世代を育て

る一翼を担おうと、子どもの飼育

の現況（メンタル面、衛生上も）

を何とかしたいと思って動いてい

るのが実情である。

（3）飼育支援に関する獣医師会と

行政との経過

・平成5年、（社）日本小動物獣医

師会（以下日小獣）が学校飼育

動物対策委員会を設置。

・平成10年、日小獣が、文科省初

等中等教育局学校教育課長に提

言し、視学官がたと教育関係者

と獣医師への啓発活動を始め

る。日小獣が関わる講演会は平

成15年までに、140回を超えて

いる。そのうち30回ほどは、文

科省の視学官がたと教員向け、

獣医師向けに飼育の意義と学校

での飼育法、獣医師の支援方法

についての講演をしている。

・平成10年、（社）日本獣医師会

（以下日獣）も文科省に飼育に

関して提言。日獣から2人と専

門家として著者、計3人の獣医

師が、文科省委嘱の飼育手引き

「学校での望ましい動物飼育の

あり方」草案に協力した。

・平成14年、日小獣が、文科大臣

に以下のごとく提言した。

①地域獣医師会による学校獣医師

制度の確立

②現教員向けて、飼育に関する研

修を行う

③教員養成課程で「人と動物の関

係」を含んだ授業を行う

④獣医学教育の中での「飼育の効

果と支援方法」の授業

・平成14年度、日本学術会議が、

科学教育研連と獣医学教育研連

の協力で勉強会を行い、平成14

年10月に「学校教育における学

校飼育動物」とのシンポジウム

を開催。両部会は平成15年6月

に下のごとく提言した。

①適切な飼育法に関する教育を

教員養成課程に取り入れる。

②各地の教育委員会と獣医師会

の協力関係を推進する。

③飼育の教育上の効果に関する

研究を活性化し、成果をもっ

て生命尊重、生命科学等の教

育の充実を図る。（概略）

・平成15年2月、第156回通常国会

で「学校の動物飼育問題」に関

して河村文部科学副大臣が「こ

れは獣医師の方々の協力も仰い

でやらなきゃならない」と、次

のように回答した。「飼育は丁

寧に行えば児童の成長に多大な

良い影響があり、文科省は以前

より地域獣医師の支援の重要性

を考え、学習指導要領の解説書

にも飼育に際しては地域の獣医

師会と連携して、健康な動物を

飼育するよう書き入れた。また、

「現状」があるのだから　　

①現教員向けの研修会が必要
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②教育大学での授業も必要

③地域獣医師会との連携推進　

④予算的な手当ても対応を考え

たい」

・平成15年5月に、文科省は平成

11年からの懸案だった飼育マニ

ュアル「学校での望ましい動物

飼育のあり方」を全国公立小学

校、養護学校、盲学校、聾学校

すべてと都道府県知事室、教育

委員会、市町村教育委員会など

に配布した。また、日獣と日小

獣を通じて、開業の獣医師会員

に配布した。

「学校における望ましい動物飼育

のあり方」には、世話の簡単な動

物を少しだけ、子どもの身近で最

後まで飼育するような「ゆとりあ

る飼育」と、自治体と学校、地域

獣医師会などのネットワークをつ

くりと、予算的措置をすることが

望ましい、と明記してある。

・平成15年9月に日獣が学校飼育

動物委員会を設置　

小学生から獣医師への手紙

3年間、地域の小学校に訪問指

導をして獣医師会員に書いた小学

生の作文を紹介したい。

佐野市立船津川小学校５年生、

「獣医師の先生方、いつもぼくた

ちの船津川小のために、お忙しい

中授業をしていただき、本当にあ

りがとうございます。

ぼくは、３年生のときから先生

方の授業を受けています。初めて

先生方の授業をうけたとき「獣医

さんってかっこいいな。」という

ことと、「命について、ぼくたち

は、もっとしっかり考えていこ

う。」と強く思いました。

先生方は、「動物も人間と同じ

で１羽１羽、性格がちがうんだ

よ。」と、やさしく教えてくださ

いました。ぼくは、最初「本当か

な？」と思いましたが、毎日チャ

ッピーとハッピーの２羽のウサギ

を世話するうちに、そのことが本

当だということが、とてもよくわ

かりました。

また先生方は「心をこめて世話

をすれば動物にも、その心が通じ

ますよ。」ということも話してく

ださいました。このことを、ぼく

は、今「本当なんだ。」と、強く

感じています。船津川小には、ニ

ワトリのキャラメルがいます。キ

ャラメルはぼくが入学したころに

は、人を見るとにげるか、つっつ

くことしかしませんでした。でも、

今は、ちがいます。ぼくたちが小

屋に近づくとよってきます。エサ

もぼくが手の平にのせてあげる

と、僕の手の平をつっつかないよ

うに、上手に食べてくれます。そ

れに、だっこも好きになりました。

みんなのうでや、かたや、背中に

のってうれしそうにしています。

それを見て、ぼくは鳥のクチバシ

は、つっつくためにあるのではな

く、食べ物が食べやすいように、

とがっているだけなんだと分かり

ました。

それから、ぼくたちの心の中に

は、今はいない、ウサギのミルク

とインコのチッチのことが、大切

にしまってあります。ミルクとチ

ッチは、ぼくたちに「命」の大切

さを教えてくれました。ぼくたち

は、とても悲しい思いをしました。

みんなが泣いてしましました。で

も、だからこそ、今、生きている

ものを大切にしようと、一人一人

が思うようになったのだと、ぼく

は思います。獣医師の先生方が

「前にいた白いのは、何ていう名

前だったっけ？」と、ミルクの事

を聞いてくださったとき、ぼくは

心があたたかくなりました。死ん

でしまっても、ミルクは、みんな

の心に生きていると思いました。

ぼくたちは、獣医師の先生方が

教えてくださったことを、大切に

心と頭におぼえておきます。あり

がとうございました。」

これを読んでもらって、獣医師

はみな、涙したと聞いている。

最後に

平成10年から推進してきた日小

獣の学校飼育動物対策委員会の合

言葉は「子どもたちのために」で

ある。また、先ごろ開かれた日獣

の学校飼育動物委員会は、「学校

の飼育は、子どもたちの成長のた

めに必要である」との立場で、平

成元年らい日小獣と地域獣医師会

が広めてきた学校支援体制を、普

遍的な制度にするために活動を継

続しています。「学校の動物教育

支援」については「学校飼育動物

を考えるページ」に詳細が報告さ

れており、ご覧頂ければ幸いです。

http://www.vets.ne.jp/̃school/pets/

獣医師会による学校の飼育教育支援
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3）実験動物科学技術研究の近代

化運動期の代表的施設（1945

～1964）

太平洋戦争が終結し、医療・医

薬における近代化が始まると同時

に実験動物も近交動物の開発と使

用動物の多様化と遺伝・栄養の制

御が行われ、種々の系統化と量産

化が進む。これらに貢献した人々

として、安藤、佐藤、田嶋、近藤、

野村らによるところが大である。

この初期の頃は小さな木造小屋で

各大学や医薬品の研究所において

施設が建設された。

◎3－1 国立遺伝学研究所ネズ

ミ系統飼育室

国立遺伝学研究所の設立は1949

年（昭和24年）6月1日である。ネズ

ミ系統飼育室が建設されて、種々

な特徴を持つ各種系統のネズミを

育成・維持し、遺伝的研究を行い、

研究者の依頼に応じて、それら系

統の種の分与を行っていた。当時、

写真　3.1ネズミ系統飼育室

写真3.1 実験動物飼育室の外観と内部

図3.2 ネズミ系統飼育室の平面図

写真3.2 動物実習室

写真3.3 一階イヌ飼育室

マウスはinbred14系統、mutant29

系統、ラットはin b r e d 4系統、

mutant6系統が維持されていた。

施設は木造平屋建の中廊下式で延

べ面積294㎡である。*14.1

◎3－2 名古屋大学農学部畜産

学科家畜育種学教室

実験動物飼育室の建物はもとの

銃器庫で、内部は2部に分かれ、

一方は薬品置き場、他の1室（7､

200m×9､000m）が実験動物飼育

室に使用されている。保温設備は

ない、冬の温度は5～10℃で､最低

3℃までさがることもある。建設さ

れたのは1954年（昭和29年）であ

る。実験動物はラット､モルモット､

ウ サ ギ が 同 居 で 、マウス 室

（2,700m×9,000m）はケージ300箱

を収容してある。日本在来のマウ

スの系統保存と育成を行い、同時

にそれに必要な遺伝学の研究が行

われている。写真3.1は飼育室の

外観と内部を示す。*14。2

実験動物施設の歴史的考察 正久株式会社　朝倉康之　

シリーズ連載②

写真3.3 ラットとマウスの飼育箱
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図4.2 SPF動物実験施設の平面図

写真4.3感染動物の飼育アイソレータ

ロフィーマウスなどが出現,動物は

SPF化・モデル化を要求されそれ

に応じて施設は微生物制御と清浄

化を追求することになり、各大学

の実験動物施設、研究機関、各医

薬品企業が先を争って清浄動物を

実験に使用することになる。実験

動物の学際体系が形成されていっ

たのである。

◎4－1 国立公衆衛生院SPF動物

実験施設

国立研究機関として1965年（昭

和40年）建設されたパイロットプラ

ント的SPF動物実験施設である。

写真4.1に外観を、図4.2に平面を

示す。微生物制御として人、物､動

物の動線を一方向に規制し、清浄

区域､汚染区域を分け差圧管理を

行う。動物種は無菌・ノートバイオ

ート、SPFマウス（ヌードマウス）、

SPFラットである。写真4.3に示す
写真4.1 SPF動物実験施設の外観

れている。SPF飼育施設には、簡

易無菌飼育装置であるビニールア

イソレータの中に無菌の仔マウス

を人工飼育する。一般の飼育施設

コンベンショナルなラット・マウスを

飼育する。図3.5､図3.6に部屋の配

置と各階の説明図を示す。*16

4）実験動物科学技術研究の学際体系期

の代表的施設（1965～1979）

実験施設にも空調が取り入れられ

た。実験動物はNC/KK/C57BL/

6マウスやヌードマウス/キンジスト

実験動物施設
の

歴史的考察
シリーズ連載①

図3.6 円形SPF施設の各階説明図

写真3.4 円形SPF施設の外観

図3.5 円形SPF施設の2階平面図

◎3－3 慶応義塾大学医学部動

物実習室　

1956年（昭和31年）に建設されて

いる。写真3.2は南東面から見下

ろした円形建物で、入り口右手に

犬の運動用屋外ケージが8ケ所見

える。入り口の左にある小さなよ

ろい戸は空気の取り入れ口で防鼠

アミと防音ダンパーが装置されて

いる。二階の大きな四角の窓は採

光用通風非常窓で2重ガラス扉が

ついている。2階に並んでいる四

角の窓は手術用実習室の窓であ

る。屋上の小屋は換気用機械室で

ある。写真3.3はイヌ飼育室で左右

に2段ケージとなっている。*15

◎　*3－4 実験動物中央研究所

私的機関として、1964年6月、写

真3.4の施設が東京目黒に4階建て

円形SPF施設677㎡二階が主要部

分で微生物感染をSPF飼育施設と

一般の飼育施設に分離して管理さ
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図4.5 配置図

写真4.6 外観

図4.7 3階平面図
図4.8 4階平面図

写真4.9 動物実験施設の外観

写真4.4 SPFマウスの繁殖用ラミナーフロー
の飼育棚

◎4－2 東京大学医科学研究所

実験動物研究施設　実

験動物センター

医科学研究所は1951年（昭和26

年）以来、安東・田嶋両教授のもと

に実験動物研究がおこなわれ、

1956年（昭和31年）わが国最初の

無菌・ノートバイオートの飼育､繁

殖､実験や感染動物の飼育観察は

ビニールアイソレータ内で行い、写

真4.4に示すSPFマウスの繁殖はラ

ミナーフロー方式の動物飼育棚を

用いた。動物室内の温湿度条件は

22℃±2℃､55％±5％で換気回数

14.5～26回／時間である。バリア

維持のためのGermicidal Trapを

多用している。*17.1
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空調付実験動物繁殖室が、造られ

た。その後この研究所に相応しい

機能を発揮できる施設が1970年

（昭和45年）8月に3,808㎡の延べ面

積が竣工した。動物室に関する諸

室はオールフレッシュの空調として

年間を通じて温度26℃、湿度50～

60％、換気回数13～20回

とした。外壁は発泡コンク

リート版125mmを使用し

た。*17.2

3階（731.4㎡）は感染動物

実験で負圧管理を行ってい

る。実験者は更衣室で衣

服を脱ぎ、実験衣に着替

え、清浄廊下から動物実

験室へ、動物実験室から前

室を通って汚染廊下に出る

一方通交制をとっている。

4階（731.4㎡）はSPF動物

と無菌動物の飼育なので厳重なバ

リヤシステムをとっている。＊17.2

◎4－3 東京大学医学部付属動

物実験施設

東京大学医学部と薬学部に使用

される良質な実験動物を供給する

ために1971年（昭和46年）東大構

内に建設された。写真4.9は外観

を示す。この施設は地下1階、地

写真4－11 施設全景

実験動物施設
の

歴史的考察
シリーズ連載①

図4.10 動物実験施設の3階平面図

（3階平面図）

上7階の施設で2～6階に動物飼育

室、手術室、その附属室から構成

されている。配置構成は中央廊下

方式で、間口3M、奥行き7Mのモ

ジュールで構成されている。2階

は洗浄室とウサギ飼育室、3階は

マウス飼育室（図4.10）、4階はRIと

感染実験室、5階はサル飼育室、手

術室、6階はイヌ飼育室である。＊

18.1

◎4－4 京都大学医学部付属動

物実験施設

写真4-11の写真に見られる本施

設は京都大学医学部における良質

の実験動物（マウス、ラット）を生産

し供給する施設として1974年（昭

和49年）京都大学医学部構内中央

部に建設された。平面的にはダブ

ル廊下方式である。図4-13の3階

にSPFマウス、ラットの繁殖生産部

門、図4-12の2階にこれらの動物を

図4－13 3階平面図図4－12 2階平面図



18 LABIO 21 APR. 2004

に高崎に建設された。平面計画は

図4.14に示す通り、BS系動物エリ

ア、CONV系動物エリア、研究エ

リア、ユーティリティエリアの機能

を明確にし、有機的に関連づけら

れ、将来増築も考慮されている。

断面計画は図4.15に示す。二階建

で延べ面積は1785㎡である。＊19

◎4－6 山之内安全性研究所

1975年（昭和50年）に建設された。

安全性研究所は動物飼育エリア

2000㎡（35％）、実験エリア1450㎡

（25.4％）、保守管理エリア2259

（39.6％）㎡からなる。動物飼育エ

リアはマウス、ラット、ウサギ、イヌ、

サルなどを収容する。実験エリア

は一般毒性、病理組織学、臨床化

学、特殊毒性、生殖機能などに関

連した研究室、液体クロマトグラ

フィー室、電子顕微鏡、無菌室、解

剖室、コンピューター室、研究居室

などがある。保守管理エリアは1

次空調機械室、2次空調機械室、メ

使用した小動物実験管理部門、1

階は汚物集合処理と洗浄滅菌部門

をおく。清浄度の保証されないウ

サギ、ネコ、イヌ、モルモットは地

下1階に、サルは地下2階において

ある。＊18.2

◎4－5 日本化薬安全性研究所

研究開発された新医薬品の前臨

床試験として亜急性、慢性毒性、

催奇形性試験など安全性を評価す

ることを目的に1976年（昭和51年）

図4.15 安全性研究所の断面透視図

図4.14 安全性研究所の1階平面図
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*20 ：佐渡卓朗・瀬島行雄　山之内製薬安全性研究所　動物実験施設作品集p158～166ソフトサイエンス

*21 ：高橋弘　国立公害研究所動物実験施設　動物実験施設作品集p90～99ソフトサイエンス

図4.19 動物実験施設の6階平面図

写真4.18 動物実験施設の外観

カニカル廊下、熱源機械室、電気

室、自家発電室、中央監視室など

である。

図4.16のごとく、中央の実験室・動

物飼育室を挟んで右側がメカニカ

ルスペース、左側がサーキュレーシ

ョンスペース4階は膨大な新鮮空気

を取り入れるための1次空調機械

室となり、各階では2次空調機械室

とメカニカル廊下となっている。平

面型は図4.17の基準階である。＊20

◎　4－7 国立公害研究所動物

実験施設

写真4.18に示す通り、1975年（昭

和50年）、7階建、延べ床面積5,186

㎡（1569坪）鉄筋コンクリート造、

人、もの、動物の動線を明確にし、

清浄エレベータ、汚染エレベータ

を両端に配し清浄空間、汚染空間

を明確にしている。洗浄室を二階

にまとめ、1階をサルエリア、検疫

エリア、二階の一部を犬のエリア

としている。3階をインハレーショ

ン実験用機械室とし、4階と5階に

インハレーション実験室を配し、6

階は図4.19に示す通り、SPF動物

を飼育するスペースとし、最上階7

階は空調室となっている。＊21

図4.17 安全性研究所の基準階平面図

図4.16 安全性研究所の断面透視図

実験動物施設
の

歴史的考察
シリーズ連載①

▲全　景
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（財）実験動物中央研究所　動物実験センター

谷岡功邦・石井一

中国・ベトナム 

ブタは、サルには及ばないもの

の生理機能などはヒトに比較的似

ている。特にブーブー言うところ

等はヒトとそっくりである（冗

談）。実験動物としてはイヌと並

んで重要な動物なのだが、欠点は

身体が大き過ぎる事。家畜ブタの

大人の♀で150～250kgもあり、

これでは小錦を相手に実験するよ

うなものでたまらない。そこで各

国でミニブタというものを作り始

めた。大人で50～80kgのものが

多いが、一番小さいもので30～

40kgのゲッチンゲン系がある。

私もこの系統を長いこと繁殖し、

研究者に使って貰ってきたが、初

めて使う先生は「エー、これがミ

ニブタ？でかいなー、ウサギぐら

いかと思っていたよ！」と太り気

味の私には辛い言葉を頂く。よし、

それならもっともっと小さいブタ

を作ってやろう。そうだ、モルモ

ット位なら文句はあるまい。

こうして、私の小さいブタ探し

が始まったのである。

ヨーロッパやアメリカ等はもと

もと食肉用に大きなブタへと改良

してきたので小さいものはいな

い。小さいブタは専ら中国南部や

南アジアの少数民族の保有するも

のに多い。「実験用小型ブタの開

発」などと尤もらしいタイトルを

付け、文部省から海外調査費なる

ものを頂いて、ブタ行脚がスター

トした。最初に目を付けたのが中

国である。中国には昔、手に乗る

図1：中国における小型ブタ調査地域



LABIO 21 APR. 2004 21

ぐらいの小さなブタがいたのを見

た、という情報があったからであ

る。上海実験動物センターの金王

蕾先生らをパートナーとして、日

中合同の小型ブタ探しが展開され

た（図1：中国における小型ブタ

調査地域）。

雲南省の西双版納（シーサンパ

ンナ）という場所の種豚場で猪の

血の混じっている黒い小さな版納

（ハンナ）豚という名のブタを持

っていることが分かり、早速現地

に跳んで行く。うーん、確かに小

さい。ヒネ豚ではない。仔供でも

ない。ゲッチンゲンより遥に小さ

い。推定大人で15～20kg位か。

よし、これを買おう、ということ

になり事情を話して交渉というこ

とになった。種豚場の人は、我々

はブタを如何に大きくしようかと

毎日努力しているのに、あなた方

は実に変わっている、とつぶやい

ていた。さて、中国のブタ買い交

渉は困難を極めた。と言うのは、

日本人がわざわざブタを買いに来

た。これは大変貴重なブタで、将

来世界的な実験動物になるらし

い。ということで次の日の会合に

は、村の有力者やら役員やら村長

やらが出席し中国流経済交渉が展

開された。中国側はこれを日中合

同作業と位置づけ、研究用ブタを

提供するに当り10頭で750万、付

帯条件として種豚場の娘（獣医）

をブタと供に日本に留学にやり、

その費用を日本側で持つこと、と

の条件が飛び出した。やり取りは

3日に渡って続き、我々は、この

ブタは単なる候補であって、これ

から良いか悪いかを検討するこ

と、もしこのブタが採用されれば、

合同作業と留学の話を改めて行う

と約束した。その日は記者会見あ

り、テレビの撮影あり、夜のパー

ティーには区長、村長、議員その

他のお偉方が出席し挨拶する等の

事態となった。さて肝心のブタの

価格は翌日の話し合いとなった。

我々は、通常この辺りの種ブタ1

頭の価格は2500円位であり、10頭

で750万円なんてトンでもない。

現地価格の倍の5000円、10頭で5

万円を支払う、それ以上であれば

他の所のブタを探すと強気で臨

み、結局750万円のブタはその150

分の1の5万円で我々の手に入っ

た。（5万円でも中国での価値は10

～20倍に当たる）。相手の言い値

と現実の落差の激しいこと、皆さ

ん、中国旅行での買い物は値切る

に値切る事を忘れずに。

中国ではその他貴州省と広西省

の少数民族の部落からも香豚（こ

うちょ）と広西小型豚（いずれも

黒色）を見つけることが出来た。

どちらもゲッチンゲンよりはかな

り小さいものであった。因みに香

豚とは、その名のごとく香る豚と

いう意味で、丸焼きにするといい

香りがするらしい。その為小さい

ままのブタが残ったのだろう。

我々は雲南省の版納ブタと併せ3

品種を上海の実験動物センターに

集め、ここで繁殖、成長その他の

比較を試みた。その結果一番小さ

いのは現地で大騒ぎした例の版納

ブタで、1才令で20kg程度であっ

たが、実験担当者の話では、「あ

のブタは実験動物にはなりませ

ん、気が荒くて飛び掛かってきて

は尻や太股を噛み付きます。1.5

メートルの柵も平気で飛び越えて

トン走します。猪の血が入ってい

るからでしょう」との事。これに

より日中合作も娘の留学も泡と消

え、大金を支払わなくて良かった

と改めて思った次第。後の2品種

は、上海での飼料がよかったせい

図2：選抜された中国小型ブタ3系統の
体格の違い
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か、体形がかなり大きくなってし

まった（図2：選抜された中国小

型ブタ3系統の体格の違い）。こう

して、中国での小型ブタ選びは失

敗に終わった。

その後、海南島に蝋鼠豚（ロー

ソトン）というかなり小さなブタ

がいたという情報を得て島中を探

したが、すでに絶えてしまってい

てこれも不在。ところで、手に乗

る大きさの超小型ブタはどうなっ

たのか、その存在は何処に行って

も否定され、結局小型ブタの仔供

を大人と見誤ったのではないかと

の説が一番多く、今は「幻の超小

型ブタ」となってしまった。

中国の小型ブタ探しを諦めた

我々は、これにめげずに南アジア

への調査へと脚を向けた。中国の

田舎で「もっと南の国にもっと小

さなブタがいる」との情報が得ら

れたからである。目指したのはベ

トナムである。

ベトナムの調査は、首都ハノイ

を中心とする北部地域と、古都フ

エを中心とする中部、そして最も

人口の多いホーチミン市（サイゴ

ン）を含む南部の3つに分けて行

われた。北部はポリオワクチン研

究所、中部はフエ農業大学、南部

はホーチミン農林大学にそれぞれ

パートナーとなって貰い、予め予

備調査を依頼しておいた。我々は

都市に入るとまず屠場を訪ねた。

屠場には早朝に多くのブタが持ち

込まれてくる。大きいブタと小さ

いブタが混じっており前者は都市

近郊からの養豚業者の白いブタ、

後者は町から離れた山中で小規模

に飼われている地方ブタ（黒っぽ

いのが多い）である。当然我々は

小さい地方ブタに注目し、どの地

方から出荷されたものかを確か

め、どれが小さいかをチェックし

た。屠場とともにもうひとつの重

要な情報源は家畜市場である。こ

こには種ブタも売られており、農

家で小規模に飼うための比較的小

さいブタが見つかる（写真1：市

場で売られるブタ）。大人でもゲ

ッチンゲンミニより小さいものが

多い。

地方の山の中で少数民族の人た

ちが実際に飼育している所を訪

ね、その実態を確認するのが本調

査である。これにはベトナム側の

協力が不可欠であった。ベトナム

の村へ外国人が調査で入るとなる

と、公安（警察）の許可、農業委

員会の同行、村長の承諾、目指す

部落への案内、車や食事の手配

等々が必要であり、これは全てベ

トナム側に事前に手配して頂い

た。我々の準備はせいぜい村への

お土産（酒や菓子）を用意する程

度であった。本調査の当日朝早く、

大学の先生と助手の2人が大型ク

ルーザーで我々をホテルまで迎え

に来る。目的地に近づくと、所々

で、農業委員会の人、案内の人、

何だか分からない人が次々に乗り

込んでくる。現地の村に着くころ

には総勢十人位になっている。村

に入ると先ず村長に挨拶をする。

場所によっては正装して迎える村

長もいる。我々も貢物を差し出し

て協力をお願いする。こうして村

に入り、調査が始まるのである。

尚、余談だが大学の先生には予め、

お土産のルイ・ビトンの財布とた

写真1：市場で売られるブタ
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中国・ベトナム 

っぷりのお小遣い（先生はこれを

使いながらそれらの人に協力して

貰っていると思われる）が渡され、

その他の協力者には夫々の役割に

応じてチップ（げんなま）やお土

産（タバコやタオル等の小物）を

そっと渡す。そして村の子供達に

はアメダマが配られる。チップは

本来なにかをやってもらった後の

感謝の気持ちを込めてお礼とする

ものであるが、我々のやり方は、

最初にチップを渡してしまう。す

ると相手は予想以上に一生懸命に

働いてくれる。結果としてはこの

やり方のほうが実績を上げるよう

だ。

さて、肝心の調査結果であるが、

北部には「モンカイ」という黒色

に白丸模様のブチの

ブタが多かった（写

真2：ベトナム小型

ブタ「モンカイ」）。

白と黒の間は淡い灰

色になっている。こ

れは、以前私達が繁

殖していた「ポット

ベリー」（写真3：ベ

トナム由来小型ブタ

「ポットベリー」）と

いう名のブタに良く

似ており、そのオリ

ジンと思われる。し

かし、体格は一回り

大きかった。大きく

大きくと改良されたらしく、昔は

もっと小さくて、その頃アメリカ

人がペット用に持ち帰ったのだろ

うということだった。北部には昔、

ベトナムで一番小さいI（イー）

と言う名のブタがいたという。体

重は大人の♂で10kg台、最後に

数頭が保護されていたらしいが、

数年前に絶えてしまったとのこと

だった。小さいだけで役に立たな

いブタだったそうで真に残念。

サイゴンを中心とする南部は、

大きな町が多いため、食肉用の大

きなブタが殆どで、ゲッチンゲン

ミニより小さいものは見つからな

かった。

中部では、山間部が広く、各々

の少数民族が夫々部落ごとに生活

している。そして夫々に昔ながら

の地方ブタを保有している。山奥

の部落の中には他の地域と殆ど交

流がなく、自給自足で生活してい

る所も少なくない。このような地

域に、小さいブタが残っていた。

CO2（シーオーツー）という名の

ブタが我々の見た中では最も小さ

かった（写真4：ベトナム小型ブ

タ「シーオーツー」右♂左♀）。

部落により、多少の大きさの違い

はあったが♂の大人で20kg前後

のもの（イヌくらいの大きさ）が

一番小さかった。これらのブタは

各農家で、ニワトリと同じように

家の近くで放し飼いにされている

写真4：ベトナム小型ブタ「シーオーツー」右♂左♀

写真3：ベトナム由来
小型ブタ

「ポットベリー」

写真2：ベトナム小型ブタ「モンカイ」
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（写真5：ニワトリ同様に放し飼

い）。従って調査はブタを見つけ

追いかけつつ♂か♀か、仔供か大

人か、体重は推定何kgか等を記

録する。ブタは足が速く近づくと

すぐにトン走してしまう。トン走

される前に急いで写真を撮る（写

真6：トン走するブタ）。放し飼い

のブタは、夜は農家の床下で寝る。

産仔数は5頭程度で、大きくなる

前に1頭ずつ食料になり、最後に

♀1頭だけを残すという。餌は主

に野原の草で若干の残飯を与えら

れる事もある。「よし、このブタ

を日本に持ち帰ろう。改良すれば、

もっと小さくなるだろう」と我々

は密かに想いを募らせた。さて、

中部ではもう一つ面白いブタが見

られた。ウンディーという茶の

縞々のブタである。大きさはそこ

そこ（勿論ゲッチンゲンミニより

はかなり小さい）であったが、そ

の生活形態が変わっていた。何処

を探しても♀ばかりで♂がトンと

見つからない。聞いてみると♂は

部落の近くの山の中で暮らしてお

り、人とは係わりがなく、野生化

しているらしい。♀は農家で飼わ

れ餌を貰っている。♀は昼間山の

中に入り♂とデートして身籠る。

農家で仔供を産み、仔が離乳する

まで農家に居る。勿論、農家に居

るときも放し飼いである。仔供は

猪の仔のごとく、茶色の縦縞の入

ったウリ坊である（写真7：ベト

ナム小型ブタ「ウンディー」縞模

様の仔がいる）。このブタは動物

園にでも置いたら人気者になるだ

ろう、などと考えた。ベトナムで

調べた小型ブタの名称と分布は図

３の通りである。

ベトナムで小型ブタが多く残っ

た理由は、古い品種が辺鄙な山間

部に隔離され、農家の貴重な蛋白

源として飼育されたことがまず考

えられる。しかし、それ以上に、

夫々のブタが耐病性に優れている

ことが大切なのである。ベトナム

には未だに多くのブタの病気があ

り、その流行が毎年繰り返されて

いる。地方とはいえ、病気だけは

すぐに広まる。ところがこの小さ

なブタは病気に滅法強いという。

粗食に耐え厳しい環境に順応した

のだろう。そして、実はこの事が、

我々の目的をメチャメチャに壊す

結果になることを、トンと知らな

かった。

我々はベトナムの地方の小型ブ

タを何品種か集め、中国と同じよ

うに、今度はフエの農業大学で繁

殖やら成長やらを調べ、そして、

最も実験動物としてふさわしく最

も小さな品種を日本に導入し、本

格的な小型ブタの開発に取り掛か

ろうともくろんでいた。さらに欲

を出してラオス、タイ、ミャンマ

ー、ネパール等へ脚を伸ばして小

型ブタを探したが、残念ながらベ

トナム程の小さいものは見つから

ベトナム全図

写真5：ニワトリ同様に放し飼い

図3: ベトナムで調べた小型ブタの名称と分布写真6：トン走するブタ
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なかった。さて、ベトナムのブタ

に気を良くした我々は、これでブ

タの小型化は一気に進むとほくそ

えみつつ、その後の計画に入った。

まず農水省へ、ブタの輸入の手

続きの相談に行った。しかしここ

で頭にガーンとくる返事が返って

きた。ベトナムからのブタの輸入

は、国内のブタの疾病予防のため、

たとえ研究用であれ絶対にできな

い。どんな方法でも、たとえ病気

でないことが証明されたもので

も、外国を介しても、国会議員の

手を借りても、精子でも、遺伝子

でも、絶対にダメとのこと。我々

の小型ブタ開発の計画は完全にト

ンざした。

今までの調査で明らかになった

ことは(1)手の上に乗る様な超小型

ブタは存在しない。(2)蝋鼠豚（ロ

ーソトン）やI（イー）のように

昔はもっと小さなブタが居たが、

今は絶滅した。(3)現在の小型ブタ

をベトナムなどから輸入する事は

出来ない。

小型ブタ探しは成功したが、小

型ブタ開発には結びつかないこと

が明らかになった。しかし我々は

めげずに作戦を変更して小型ブタ

を作ることを現在目指している。

それは成長ホルモンの抑制に関連

する遺伝子を現在のミニブタに導

入して、人工的に小型化する方法

などである。実現にはまだまだ相

当の時間がかかるだろう。あるい

は叉、恥を忍んで失敗談を書く羽

目になるかもしれない。ミニブタ

の開発も、ぜひ次の世代の人に頑

張って貰いたいと思っている。

写真7：ベトナム小型ブタ「ウンディー」
縞模様の仔がいる
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はじめに

感染症の成立は病原菌、宿主およびこれらを取り巻く環境に深くかかわ

っている。抗菌薬の開発によって多くの感染症の治療は画期的に進歩した。

しかしながら、病原菌も抗菌薬に耐性を獲得するようになり、感染症の変

遷が見られるようになった。変貌する感染症の現況についてご紹介する。

21世紀は感染症の時代
１）WHOの警告

WHOは1996年に「われわれは

今や地球規模で感染症による危機

に瀕している。もはやどの国も安

全でない」という警告を発表し、

疾患サーベイランス体制の強化、

地球規模でのネットワーク作り、

電子通信媒体による情報手段、流

行に対する国内的・国際的準備と

対応を呼びかけた。2003年に中国

で発生したSARS（重症急性呼吸

器症候群）はその予告が的中した

とも言える。また、本年は鳥イン

フルエンザ・ウイルスの感染拡大

が危惧されており、ウイルスが変

異して「人から人」への感染の可

能性も否定できない状況にある。

２）感染症法の施行

我が国では「感染症新法」が

1999年4月1日に施行された。この

法律は従来の伝染病予防法、性病

予防法が102年ぶりに大改定され

たもので、予防重視の「事前対応

型」となっているのが特徴である。

さらに2003年11月5日に一部改正

された「感染症法」が施行され、

一般細菌による疾患の多くは新５

類感染症に分類されており、なか

でも耐性菌感染症が注目される。

また、SARSと天然痘が最も危険

度の高い1類感染症に追加された。

３）変遷する感染症

1929年にフレミングは、ブドウ

球菌を研究中に偶然、培地中に迷

入した青カビの一種である

Penicillium notatumの集落が、ブ

ドウ球菌の発育を抑制しているこ

とを発見し、本菌から単離した物

質をペニシリンと命名した。その

後ペニシリンが臨床応用されるよ

うになった後も、数多くの新規抗

生物質やその誘導体を含めた抗菌

図1 感染症の変遷要因

医療環境の変化

交通機関の発達 宿主の変化

 

抗菌薬の開発
先端医療の向上・発展

高齢化
Compromised hostの増加世界交流

最近注目される耐性菌感染症
藤沢薬品工業株式会社　PMD研究所

横田　好子

連載記事
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薬が開発され、難治性の感染症制

圧に多大な貢献をしてきた。しか

し、感染症を引き起こす病原菌は

抗菌薬に淘汰されるものの、抗菌

薬に抵抗（耐性化）するか、ある

いは感受性を持たない菌種に菌交

代することなどで感染症は変遷す

る。こうして耐性化した病原菌を

ターゲットにまた新たな新薬開発

へと飽くなき戦いが今日も続けら

れている。

４）肺炎による死亡率が上昇

新たな抗菌薬開発や先端医療の

向上・発展という「医療環境の変

化」によって多くの患者が救われ

てきた一方で、compromised

hostや高齢者の増加など「宿主側

の変化」もおこっている。また、

「交通機関の発達」により世界交

流は密になっており、われわれは

いつでも予期しない感染症の危険

にさらされている（図１）。

2002年度の国民衛生の動向調査

によれば肺炎の死亡率は悪性新生

物、心疾患、脳血管疾患についで

第４位に浮上している。なお、市

中肺炎の分離菌頻度は国内外を問

わず肺炎球菌、インフルエンザ菌、

ブドウ球菌、非定型病原菌（マイ

コプラズマ、クラミジア、レジオ

ネラ）が上位を占めている（表１）。

５）問題となる耐性菌感染症

最近、問題になっている耐性菌

の感染様式を、市中感染と院内感

染に分類した（表２）。肺炎球菌、

インフルエンザ菌、黄色ブドウ球

菌、大腸菌、肺炎桿菌、緑膿菌に

よる感染症は1960～1970年代に注

目された菌種であるが、今日、耐

性菌感染症として再び増加傾向を

示し、再興感染症として臨床上問

題となっている。これら多くの耐

性菌感染症は☆印で示すように感

染症法では新5類感染症にリスト

されている。

日本＊ 北米 英国
原因菌 Ishida, Miyashita, North America British Thoracic 

Saitoら Studies Society

細菌
肺炎球菌 21～25 20～60 60.8
インフルエンザ菌 7～19 3～10 4.5
黄色ブドウ球菌 3～5 3～5 1.5
グラム陰性桿菌 5～7 3～10 まれ
その他 － 3～5 －

非定型病原菌 － （10～20） －
マイコプラズマ 5～10 1～6 －
クラミジア 6～8 4～6 －
レジオネラ 1～4 2～8 －

ウイルス 2～16 2～15 －

誤嚥性肺炎 － 6～10 －

原因菌不明 27～42 30～50 －

耐性菌
感染様式

市中感染 院内感染

☆ PRSP（ペニシリン耐性肺炎球菌） ●

ERSP（マクロライド耐性肺炎球菌） ●

BLNAR（β-ラクタマーゼ非産生インフルエンザ菌） ●

☆ MRSA（メチシリン耐性黄色ブドウ球菌） ●

MRSE（メチシリン耐性表皮ブドウ球菌） ●

☆★ VRSA（バンコマイシン耐性黄色ブドウ球菌） ●

☆★ VRE（バンコマイシン耐性腸球菌） ●

ESBL（基質拡張型β-ラクタマーゼ産生菌） ●

メタロβ-ラクタマーゼ産生菌 ●

☆ 多剤耐性緑膿菌 ●

キノロン耐性淋菌 ●

多剤耐性結核菌 ●

表2 問題となる耐性菌感染症

表1 市中肺炎の原因菌別頻度（％）

野口善令（medicina37（10）、1607,2000）および松島敏善　（内科89（6）1319,2002）
＊症例数；Ishidaら：552例、Miyashitaら：200例、Saitoら：232例

☆：感染症法で新5類感染症に収載、★：全例把握対象
市中感染：一般社会を営んでいる人に発症し、健常人におこることが多い。
院内感染：入院後48時間以上経過して発症し、入院時には感染が成立していない。
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耐性機序
肺炎球菌中に占める耐性菌の頻

度を図２に示す。ペニシリン耐性

肺炎球菌（PRSP）が話題をよん

でいるが、実際にはマクロライド

耐性肺炎球菌（ERSP）の方が頻

度および耐性レベルも高い。

１）耐性菌はどうして出現する？

耐性獲得機序として「突然変異

選択説」が今日支持されている。

すなわち、細菌が増殖を繰り返す

際に、10－6～10－8の頻度で突然変

異菌が出現する。ここに薬剤が作

用すると感受性菌は殺されるが、

突然変異で出現した細菌は薬剤の

存在下で生存する手段として薬剤

に対して抵抗性を獲得（耐性化）

する。さらに薬剤が継続的に作用

すると、耐性遺伝子を獲得した耐

性菌が優勢的に増殖し、耐性レベ

ルが上昇する（図３）。一方、臨

床現場では長期間にわたり同じ薬

剤を使用し続けると耐性菌が選択

され、菌交代症現象や耐性菌感染

症をひきおこすことになる。耐性

菌が発見されて社会的に顕在化す

るまでに約10年という期間を要す

ると言われている。

2）抗菌薬の標的作用

抗菌薬が細菌に抗菌作用を発現

する際の標的作用点は大きく分け

て①細胞壁合成、②蛋白合成、③

DNA合成の３グループつに分類

される。その部位を阻害する代表

的な抗菌薬は図４に示す通りであ

るが、詳細な作用機序は薬剤によ

って多少異なる。

3）耐性機序と対象となる薬剤

薬剤が耐性化する機序として、

①菌の産生する酵素によって薬剤

が不活化または修飾される、②菌

の薬剤に対する標的部位が変異す

る、③菌の外膜透過性が低下する

ことによって薬剤の菌体内取り込

みが低下する、④菌体内へ取り込

まれた薬剤が能動的排出機構の亢

進によって汲み出される、などに

よる（表３）。高度耐性化に関与

し、かつ出現頻度が高いのは主に

①と②の機序であるが、複数個所

の変化を伴うことにより高度耐性

化する傾向がある。

70

10

20

30

40

50

60

（％）

1983 99989796959493929190898887868584年度

マクロライド耐性

EM耐性
（3.13μg/mL）

ペニシリン耐性

PCG高度耐性 （＞＞2μg/mL）

池本秀雄他：呼吸器感染症分離菌調査1983～1999　二木芳人：Mebio18(6)：33,2001

ペニシリン耐性株

マクロライド耐性株

（PCG耐性：≧0.125μg/mL）

（EM：≧0.78μg/mL）

図2 国内におけるペニシリンおよびマクロライド耐性肺炎球菌の年次変化

図3 薬剤耐性菌の出現機序

突然変異による
耐性菌の出現
10 -6～10-8の頻度

感受性菌の死滅

薬剤含有培地

耐性菌の増殖

突然変異選択説
（Spontaneous mutation and selection theory)

薬剤含有培地

耐性レベルの上昇
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耐性菌の各論
肺炎を引き起こす起炎菌の主要

菌種の耐性機序について以下に述

べる。

１）ペニシリン耐性肺炎球菌

（PRSP）

ペニシリンGに耐性を示す肺炎

球菌が発見されたことから、

PRSPと呼称されるようになった

が、実際はペニシリン系薬と共通

のβ－ラクタム環を有するβ－ラ

クタム系薬（セフェム系、カルバ

ペネム系）にも耐性を示す。細菌

細胞壁の合成にはペニシリン結合

蛋白（PBPs）と呼ばれるペプチ

ドグリカン合成酵素群が重要な働

きをしている。β-ラクタム系薬

は肺炎球菌の細胞壁の合成酵素で

あるPBP１A（細胞壁を長軸方向

に伸長させる酵素）、PBP2X（隔

壁合成酵素）、PBP2B(本菌特有の

ランセット型形成にかかわる酵

素)に作用することによって抗菌

作用を発現する。β-ラクタム系

薬の標的酵素であるこれらのPBP

をコードしている遺伝子が変化す

ると、β-ラクタム系薬のPBPと

の結合が低下し耐性となる（図

５）。

２）マクロライド耐性肺炎球菌

（ERSP）

近年、PRSPの増加以上に

ERSPの増加が著しい。耐性基準

薬はエリスロマイシンであるが、

マクロライド系薬は交差耐性を示

すのでエリスロマイシン耐性は同

時に他のマクロライド系薬にも耐

性を示すため、ERSPと呼称され

ている。この耐性化はリボゾーム

のメチル化と、菌体内に取り込ま

れた薬剤の排出機構によることが

知られている（図５）。メチル化

をコードする遺伝子を保持した菌

は高度耐性化し、排出機構をコー

ドする遺伝子を保持した菌は軽度

耐性化する。PRSP中80％以上は

マクロライド系薬にも同時に高度

耐性となっている。

なお、我が国ではキノロン系薬

耐性菌の肺炎球菌の分離頻度は極

めて少ないが、欧米ではレボフロ

キサシンをはじめとするニューキ

分類 耐性機序 対象となる薬剤

Ⅰ 酵素による薬剤の不活化または修飾
・β-ラクタマーゼによる加水分解 β-ラクタム系

・修飾酵素による不活化 アミノ配糖体系

・ペニシリン結合蛋白（PBPｓ）の変異
β-ラクタム系

ペプチドグリカン系

Ⅱ 薬剤の標的作用点の変化 ・リボゾームの変異
マクロライド系、テトラサイクリン系、
アミノ配糖体系"

・DNAジャイレースの変異

・トポイソメラーゼⅣの変異" キノロン系

Ⅲ 細胞内への薬剤の外膜透過性の低下 ・透過孔の減少・膜の変化 キノロン系、β-ラクタム系

Ⅳ 細胞外への薬剤排出機構の亢進 ・細胞外への薬剤の排出促進 キノロン系、β-ラクタム系

表3 耐性機序

DNA
（核）

mRNA

β-ラクタム系
　　　ペニシリン系
　　　セフェム系
　　　ペネム系
グリコペプチド系
ホスホマイシン

細細細細胞胞胞胞壁壁壁壁合合合合成成成成阻阻阻阻害害害害薬薬薬薬細細細細胞胞胞胞壁壁壁壁合合合合成成成成阻阻阻阻害害害害薬薬薬薬

キノロン系

DDDDNNNNAAAADDDDNNNNAAAA合合合合成成成成阻阻阻阻害害害害薬薬薬薬合合合合成成成成阻阻阻阻害害害害薬薬薬薬

アミノ配糖体系
テトラサイクリン系
マクロライド系
ケトライド系
リンコマイシン
ストレプトグラミン
クロラムフェニコール

蛋蛋蛋蛋白白白白合合合合成成成成阻阻阻阻害害害害薬薬薬薬蛋蛋蛋蛋白白白白合合合合成成成成阻阻阻阻害害害害薬薬薬薬
細胞質膜

細 胞 壁細 胞 壁

リボゾーム

図4 細菌に対する抗菌薬の標的作用点

最近注目される耐性菌感染症
連載記事
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ノロン系薬が呼吸器感染症の初期

治療に使用されることが多く、耐

性頻度がすでに10％を上回ってい

る国もある。

最近、多剤耐性肺炎球菌に強い

抗菌力と優れた殺菌力をもった新

規ケトライド系化合物テリスロマ

イシンが開発された。上市された

テリスロマイシンは、14員環マク

ロライドと同じ骨格を有する化合

物であるが、クラディノース糖鎖

の代わりに８位にケトン基が導入

されている。この置換基によりマ

クロライド系薬と交差耐性を示さ

ず、かつマクロライド耐性誘導を

起こさない特長をもつ。

３）β-ラクタマーゼ非産生

ABPC耐性インフルエン

ザ菌（BLNAR）

米国ではこれまではTEM-1型

β-ラクタマーゼを産生しABPC

に耐性を示すインフルエンザ菌が

高頻度で分離されたてきたが、最

近ではβ-ラクタマーゼ非産生

ABPC耐性（BLNAR）が増加傾向

にある。さらにβ-ラクタマーゼ

を産生しAMPC/CVAに耐性

（BLPACR）が分離され、注目さ

れている。一方、我が国では

BLNARは1985年にすでに1.4％認

められているが、2000～2001年に

実施された小児由来429株の検討

では、β-ラクタマーゼ産生株6％、

BLNAR46％、BLPACR2％、残

り46％が感受性株（BLNAS）で

あることが報告されている。

β-ラクタマーゼ産生はTEM-1

型β-ラクタマーゼによるもので

あり、plasmid上に存在し接合に

よって伝達されるが、BLNARは、

ペニシリン結合蛋白（PBP）の

PBP3A、PBP3B、PBP4の3種類

の変異がBLNARに関連している

ことが明らかになっている。

４）MRSA

黄色ブドウ球菌のメチシリン感

受性菌には少なくとも４つの

PBPs（PBP1、2、3、4）が存在

し、β-ラクタム系薬の標的酵素

となっている。MRSAはこれらの

PBPsに加えて、PBP2’と呼ばれ

る新しいPBPを産生するようにな

った菌であるが、PBP2’はβ-ラ

クタム系薬に親和性が低いため、

β-ラクタム系薬に耐性を示す。

さらにPBP2’の構造遺伝子である

mecA遺伝子の周辺領域に多くの

耐性遺伝子が挿入されたMRSAは

多剤耐性を示す。近年分離される

MRSAは、ペニシリン系、セフェ

ム系などのβ-ラクタム系薬のみ

ならず、アミノ配糖体系、マクロ

ライド系、ニュ－キノロン系など

多くの抗菌薬にも耐性となった株

が増加している。このような高度

耐性MRSAは、入院患者からの分

離頻度が高く、黄色ブドウ球菌中

に占めるMRSAの検出率はここ数

年65%前後で推移している。しか

し、近年では外来からも30～40％

分離されるようになった。

５）多剤耐性緑膿菌

緑膿菌の耐性機構としては①外

膜透過性の低下、②薬剤排出ポン

プの働きの亢進、③不活化酵素の

産生、④作用標的に対する親和性

の低下などの機序を有することが

明らかにされている。

（１）外膜透過性による耐性：

グラム陰性菌に特有の外膜中に

ポーリンと呼ばれる蛋白質が存在

し、これが分子量約600以下の低

紺野、生方：改訂ペニシリン耐性肺炎球菌　協和企画通信1999より一部改変

（PBPｓ変異）

マクロライド系薬耐性キノロン系薬耐性

Β-ラクタム系薬耐性

図5 肺炎球菌の耐性機序
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分子の親水性物質の透過に関与し

ている。抗菌薬はこのポーリン孔

を通ってそれぞれの標的部位に到

達すると考えられているが、ポー

リン孔が欠損すると外膜透過性が

低下し耐性化する。

（２）排出ポンプによる耐性：

染色体上の遺伝子の変異によっ

てキノロン耐性をもたらすDNA

ジャイレースの変異と、細胞内蓄

積量の減少をもたらす変異が明ら

かにされている。後者の変異はキ

ノロン系薬のみならず複数の抗菌

薬にも交差耐性を示す。

（３）不活化酵素による耐性：

β-ラクタマーゼとアミノ配糖

体修飾酵素が知られている。これ

らの酵素を産生する緑膿菌は抗菌

薬を加水分解あるいは修飾して耐

性化する。

β-ラクタマーゼは酵素活性中

心にセリン残基を有するセリン

β-ラクタマーゼと、活性中心に

亜鉛残基を有するメタロβ-ラク

タマーゼが存在する。緑膿菌で注

目されているのは、カルバペネム

系薬をもを分解するIPM-I型メタ

ロβ-ラクタマーゼを産生する株

であり、分離頻度は少ないものの

臨床上問題となっている。

アミノ配糖体系薬はその化学構

造内に多くの水酸基やアミノ基を

有している。水酸基の部位にリン

酸基をつけるリン酸転移酵素とア

デニル基をつけるアデニル転移酵

素、およびアミノ基の部位にアセ

チル基をつけるアセチル転移酵素

によって構造が修飾され耐性とな

る。

耐性菌防止対策
過去の抗菌薬開発と耐性菌出現

の歴史を振り返ってみると、抗菌

薬を使用する限り耐性菌の出現は

避けられない。しかし、出現した

耐性菌を蔓延させないこと、そし

て感染防止対策を講じることによ

って病院感染を最小限に食い止め

ることは可能である。耐性菌を蔓

延させないためには、抗菌薬の適

正使用の徹底、す

なわち薬剤感受性

に基づいた抗菌薬

を選択し、薬剤特

性（PK／PD）を

考慮した投与方法

を行なうことが必

要である。病院感

染の防止対策とし

ては、感受性サー

ベイランスの実

施、チーム医療に

よる防止対策の徹

底､医療従事者の

意識改革・教育、

医療環境の整備な

どが挙げられる。

今や、病院感染

に対する対策は、世界中の全ての

医療機関で最重要課題であり、最

大の関心事である。

参考文献
１．紺野昌俊、生方公子：改定ペニシ

リン耐性肺炎球菌、ペニシリン耐

性肺炎球菌研究会、協和企画通信、

1999

２．松本慶蔵企画：耐性菌感染症とそ

の緊急具体策、化学療法の領域、

16（S-2）,2000、医薬ジャーナル社

３．平松啓一編：耐性菌感染症の理論

と実際、医薬ジャーナル社、1998

４．生方公子：ペニシリン体制肺炎球

菌の現状とその対策、成人病と生

活習慣病ｐ1074、33（9）、2003

５．西野武志：アミノ配糖体抗生物質

の耐性機構、臨床と微生物、ｐ

535,22（5）、1995

最近注目される耐性菌感染症
連載記事
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翻訳16－1 

ICRマウスにおけるトリブロモエタノール、ケタミン/キシラジン、ペントバルビタール、
およびイソフルラン麻酔薬の肝臓組織・リンパ組織への初期影響

Inform
ation

翻訳16－2

ラットおよびマウスにおける安楽死処置用ガスに対する忌避反応
Inform

ation

J. S. Thompson, S. A. Brown, V. Khurdayan, A.
Zeynalzadedan, P. G. Sullivan and S. W. Scheff:
Comparative Medicine. 52(1), 63-67(2002).

キーワード：マウス、麻酔薬、トリブロモエタノール、
ケタミン/キシラジン、ペントバルビタール、
イソフルラン、肝臓組織障害、リンパ組織障害keyword

M. C. Leach, V. A. Bowell, T. F. Allan and D. B.
Morton: Comparative Medicine. 52(3), 249-
257(2002).

キーワード：マウス、ラット、安楽死処置、二酸化炭素、
アルゴン、福祉

keyword

我々は、マウスにおいて、さまざまな

麻酔薬が肝臓および脾臓の障害に及

ぼす影響を調べた。トリブロモエタノ

ール（TBE；腹腔内）、ケタミン/キシラ

ジン（K/X；筋肉内）、ペントバルビタ

ール（PB；腹腔内）、イソフルラン（IF；

吸入）、および対照群として生理食塩

水（腹腔内、筋肉内）の投与３、６時間

後にマウスを放血死させ、血清を採

取した。得られた血清は、肝障害の

指標であるアスパラギン酸アミノトラ

ンスフェラーゼ(AST)、アラニンアミノ

トランスフェラーゼ(ALT)およびガンマ

グルタミントランスフェラーゼ(GGT)の

測定に用いた。また、脾臓および肝臓

については、組織切片を作製し、光

学顕微鏡下でその病理学的変化を観

察し、in situ TUNEL法を用いてアポト

ーシスの発生頻度について観察した。

TBEおよび K/X投与３時間後で

は、非投与群および生理食塩水投与

対照群に比べAST活性が３～４倍に

増加し、６時間経過後においても高値

が保たれていた。PB投与群では、投

与３時間後におけるAST活性に変化

はみられなかったが、６時間後では有

意に増加していた。ALT活性に関し

ては、TBEおよびK/X投与３時間後

に、有意ではないものの、増加して

いたが、この増加はPB群では観察さ

れなかった。IF投与では血清中の肝

臓酵素活性の変化は認められず、

GGT活性はいずれの麻酔薬投与によ

っても上昇しなかった。TBEおよび

K/X投与３時間後における脾臓リンパ

小節、肝臓クッパー細胞および内皮細

胞においてアポトーシスの顕著な増加

が観察されたが、いずれも６時間後ま

でには対照群レベルに減少していた。

アポトーシスの増加は、IF投与群で

は認められなかった。

TBEおよびK/Xの投与は、３時間

以内にリンパ球、クッパー細胞および

内皮細胞に障害を起こし、PBの投与

は６時間以内で変化を起こす。以上

の結果から、肝臓、脾臓そしておそら

くすべてのリンパ組織において、被検

物質の短期間の作用を検索する場合

には、これらの麻酔薬の使用を避け

なければならないと考えられる。

（翻訳：柿沼美智留）

安楽死処置が実験動物に対しても

っともよく用いられる手技であるにも

関わらず、人道的な安楽死処置法とし

ての二酸化炭素使用に対する懸念が

高まりつつある現在でも、各種ガスが

動物にもたらす可能性のある苦痛に

対してはほとんど関心が示されていな

い。二酸化炭素、アルゴン、および二

酸化炭素－アルゴン混合ガスへの暴

露がラットおよびマウスに及ぼす苦痛

を、低、中、および高濃度の各種ガス

暴露時に見られる忌避反応の程度を

測定することによって調べた。被検動

物を出入り自由な暴露試験用チャンバ

ー内に収容し、さまざまな濃度の各種

ガスの暴露を行った。最も鋭敏な忌

避指標である初回退出時間とチャン

バー内滞在合計時間の測定を行い、

忌避反応を評価した。安楽死ガス処

置群と対照（空気）群との比較により、

急速で効果的な導入のために推奨さ

れているガス濃度によっても、動物が

ある程度の忌避行動を起こすことが

示された。ラットおよびマウスにおい

て、二酸化炭素および二酸化炭素－

アルゴン混合ガスは、アルゴン単独の

場合に比べて強い忌避反応を引き起

こした。これらの結果は、二酸化炭素

単独あるいは二酸化炭素－アルゴン

混合ガスによる導入が、意識喪失前

にかなりの苦痛を齧歯類に与える可

能性を示唆しており、効果的でより人

道的な代替法が利用可能であること

を考慮すると、これらの導入法は許容

することができない。

（翻訳：北野真見）
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J. K. Heltne, M. Farstad, T. Lund, M. E. Koller, K. Matre, 
S. E. Rynning and P. Husby: Laboratory Animals. 36(3), 
344-350 (2002).

キーワード：ブタ、血漿量測定、一酸化炭素法、
エバンス・ブルー法

keyword

翻訳16－3

麻酔下の幼若ブタにおける一酸化炭素（CO）法を用いた血漿量測定

Inform
ation

麻酔した７頭の幼若ブタにおいて、

一酸化炭素（CO）を標識とした循環赤

血球量（VRBC）の測定値をもとに、そ

れぞれの個体について血漿量（PV）

を算出した。既知量のCOを閉鎖循

環式再呼吸回路に導入した後のカル

ボキシヘモグロビン（COHb）濃度の

上昇を、ダイオードアレイ分光測光法

で測定した。同時にヘマトクリット

（HCT）とヘモグロビン（Hb）の値を測

定し、PV算出に用いた。このように

して得られたPV値（PVCO）を、エバン

ス・ブルー法を用いて同時に測定し

たPV値（PVEB）と比較した。

PVの平均値（SD）は、CO法で

1708.6（287.3）ml、エバンス・ブルー法

で1738.7（412.4）mlであった。これら

２つの方法で測定されたPV値を比

較したところ、高い相関を示した

（r=0.995）。２つの測定法における

PV値の差の平均は－29.9mlで、一致

限界（差の平均±2SD）は－289.1mlお

よび229.3mlであった。

以上のことから、CO法は全身麻酔

下において呼吸の管理を行った状態

で、簡便な投与器具を用いて容易に

応用することができるといえる。今回

比較した２つの測定法の一致度は十

分に高かった。CO法を用いた血漿

量の測定は、安全で正確であり、大

きな副作用の徴候はみられなかっ

た。 （翻訳：中田真理）

J. Viray, B. Rolfs and D. G. Smith: Comparative
Medicine. 51(6), 555-561 (2001).

キーワード：サル、アカゲザル、MHCクラスII、
遺伝的多型

keyword

翻訳16－4

インドおよび中国由来アカゲザル（Macaca mulatta）における
主要組織適合遺伝子複合体（MHC）クラスII DQA1とDQB1対立遺伝子（アレル）の頻度の比較

Inform
ation

主要組織適合遺伝子複合体（MHC）

は同族の遺伝子ファミリーによって構

成され、その一部は多型性がきわめ

て高く、そのタンパク質産物は免疫応

答を媒介する。アカゲザル（Macaca

mulatta）はヒト疾患研究においてき

わめて重要な動物モデルであり、東

西ではアフガニスタンから中国東部

平原、南北では北京から東南アジア

諸島全域にわたり生息している。イ

ンドおよび中国に由来しそれぞれの

国内で繁殖されている2つの集団の

MHCクラスII Mamu DQA1および

Mamu DQB1アレルの分布、ならびに

ビルマのアカゲザルの小集団におけ

るMamu DQA1アレルの分布を比較

した。インドおよび中国産アカゲザル

のアレル間で際立った相違が認めら

れ、東から西に進むに従って、遺伝

子の多様性は減少した。これらそし

て他のアカゲザルの地域集団の間に

みられる種内遺伝的多型性は、アカ

ゲザルを使用する医学生物学研究の

結果に影響を与える可能性があり、

医学生物学研究において動物モデル

として利用されるアカゲザルの遺伝

的特性を完全に明らかにすることの

重要性を示している。

（翻訳：根岸隆之）
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質問の回答です。ご意見、お答えお待ちしています。

■平成15年度実験動物二級技術師資格認定試験結果の概要について

教育・認定専門委員会委員長 大和田一雄

12の認定校から116人の受験者が

あり、学科試験（平成15年8月17日）お

よび実地試験（平成15年11月30日）を

経て最終的に43人（実地試験未受験

者9人を除く）が合格した。最終合格率

は37．1％となり、前年度（63．30％）を

大きく下回った。これは前年に比べ実

地試験の成績が悪かったことによる。

結果の概要は下記の通りである。

平成15年11月30日に日本獣医畜

産大学を会場として、学科試験並び

に実地試験が行われ、500人が受

験した。学科試験、実地試験の概

要を表3、表4に、最終合格者数を

表5に示す。学科試験並びに実地

試験とも例年にない高得点を示し

たが、中には学科試験で高得点を

あげながら実地試験で不合格とな

る例や、実地試験で合格ラインに達

していながら学科試験で合格ライン

を下回ってしまった例もあり、どちら

かに偏ることなく学科、実地とも満

遍なく受験準備を進める必要性を

改めて強調する結果となった。

科　　　目 受験者数 平均 SD 総論平均 合計平均 合格者数 合格率
総　　論（60点満点） 116 39.5 7.4
ブタ･トリ類（40点満点） 4 23.8 3.6 40.8 64.5 3 75.0%
モルモット・ウサギ（40点満点） 2 27.5 4.9 40.0 67.5 2 100.0%
マウス・ラット・その他の小動物（40点満点） 110 25.3 6.2 39.5 64.8 77 70.0%
各　　論 116 25.3 6.1
合　　計（100点満点） 116 64.9 12.5 82 70.7%

表１【高校生二級　学科試験結果の概要（選択動物種別）】

科　　　目 受験申込者数 受験者数 合格者数 合格率 最終合格率
ブタ･トリ類 3 3 1 33.3%
モルモット・ウサギ 1 1 1 100.0%
マウス・ラット・その他の小動物 69 69 41 59.4%

計 73 43 58.9% 37.1%（43/116)

表２【高校生二級　実地試験結果の概要（選択動物種別）】

2．一般

1．高校生

科　　　目 受験申 受験者数 受験率 平均点 SD 総論平均 合計平均 合格者数 合格率込者数
総論（60点満点） 516 500 96.9% 49.7 6.2 
サル類（40点満点） 15 15 100.0% 36.5 4.1 49.6 86.1 12 80%
ブタ･トリ類（40点満点） 2 2 100.0% 34.0 7.1 53.0 87.0 2 100%
イヌ･ネコ（40点満点） 27 27 100.0% 33.7 5.4 48.8 82.5 20 74%
モルモット・ウサギ（40点満点） 53 53 100.0% 35.6 4.0 48.0 83.6 41 77%
マウス・ラット・その他の小動物（40点満点） 419 403 96.2% 34.7 3.7 49.9 84.6 338 84%
合計点（100点満点） 516 500 96.9% 84.5 9.1 413 83%

表３【一般二級　学科試験結果の概要（選択動物種別）】

科　　 目 受験者数 合格者数 合格率
サル類 15 12 80.0%
ブタ･トリ類 2 2 100.0%
イヌ・ネコ 27 22 81.5%
モルモット・ウサギ 53 48 90.6%
マウス・ラット・その他の小動物 403 311 77.2%

表４【一般二級　実地試験結果の概要（選択動物種別）】
科　　 目 受験者数 合格者数 合格率

サル類 15 10 66.7%
ブタ･トリ類 2 2 100.0%
イヌ・ネコ 27 17 63.0%
モルモット・ウサギ 53 41 77.4%
マウス・ラット・その他の小動物 403 282 70.0%
合　計 500 352 70.4%

表５【一般二級　最終合格者(選択動物種別)】
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『なぜサルを殺すのか―動物実験
とアニマルライト―』

デボラ・ブラム著　寺西のぶ子訳　

白揚社 ￥3,600

著者は1992年にピュリツアー賞を受

賞した科学ジャーナリストである。本書

のタイトルは些か刺激的であるが、英語

版のタイトル"The Monkey Wars"が示

すように実験用サルをめぐる科学界と動

物擁護団体との攻防が、関係者へのイ

ンタビューや学術論文などをもとに克明

に記されている。

本書は科学の進歩と動物の命とどち

らが大切かという命題を様 な々観点か

ら読者に突きつけてくるが、決して二者

択一を迫ってはいない。まず事実を知り、

その上で人間のために貢献している実

験動物に敬意を払い、できれば科学に

興味を持ち、21世紀の科学のあり方を

一般市民の立場からしっかり見守って

いくことが重要だと提言している。

私個人の感想としては、1980年代の

シルバースプリング事件やペンシルベニ

ア事件の真相をはじめ、なかなかうか

がい知ることのできない米国の実験用

サル事情が詳しく記されており大変興

味深い。

現在わが国でも実験用日本ザルをめ

ぐる論争があるが、サルを用いる動物実

験関係者に限らず、一般の人達にも一

読をお勧めしたい。〔選・評：松田幸久〕

Books Books Books Books Books Books Books Books Books Books Books Books Books Books Books Books Books Books Books Books Books

BOOK

『江戸の自然誌―「武江産物志」
を読む―』

どうぶつ社　2002年12月刊￥3,000

文政7（1824）年に江戸の本草学者

岩崎常正が江戸の周辺に産する薬草

木、蟲、魚、鳥、獣名を収録した僅か

36頁の冊子『武江産物志』を、東京の

荒廃してしまった土地や河川を「自然

復元」「自然回復」する著者の環境再

生事業を通して、岩崎が180年前の

江戸に生棲した生物群全てについて

一種毎たんねんに解説した労作であ

る。動物学者上野益三氏が終戦直後

の名古屋の露店で、『武江産物志』の

付図「武江略図」を発見した時のよろ

こびの思い出を自著『博物学の愉し

み「どこまでが稀講本か」』八坂書店

1989年に書いておられるぐらい岩崎

の『産物志』は貴重な博物誌であっ

た。これからも江戸時代の自然を知

りたい人々にとって本書は重要な解

説書になるであろう。

〔選・評：新関治男〕
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日 本 実 験 動 物 学 会 の 動 き

1．平成15年度学会賞

平成15年度学会賞の受賞者が決定しました。功労賞は江崎孝三郎、早川純一郎、宮蔦宏彰、森脇和郎の

各氏、安東・田嶋賞は今年度の該当者はありませんでした。奨励賞は真下知士、吉川欣亮両氏が受賞さ

れることになりました。

2．平成16－17年度在任理事候補者選挙

2月16日に理事選挙の開票が行われ新理事候補者が選出されました。候補者は実験動物ニュース誌に掲載

されますのでご覧ください。

3．第51回日本実験動物学会総会

標記の総会が平成16年5月20日（木）～22日（土）の期間、長崎ブリックホールで開催される予定です。

詳細につきましてはホームページ（http://www.cs-oto.com/nagasaki2004/）をご覧ください。

かねてより慎重に検討を重ねてきた実験動物一級・二級技術師資格認定試験に

おける選択動物種群について、平成16年度より下記のように改定することとなりま

したのでお知らせします。一級、二級とも学科の総論は従来通り必須とします。

なお、平成16年度からはテキストも「実験動物の技術と応用・入門編（二級用）」

並びに「実験動物の技術と応用・実践編（一級用）」を使用することになりますので、

併せてお知らせします。

旧　区　分 新　区　分

動物群 一級 二級 動物群 一級 二級

学科 実地 学科 実地 学科 実地

マウス、ラット、ハムスター類、 必須 必須 １群 マウス、ラット、 必須 必須
スナネズミ 選択 その他の小動物

モルモット、 ２群選択 学科選択 モルモット ２種選択 １種選択

ウサギ 群中の１ ウサギ

イヌ、ネコ 群を選択 イヌ

ネコ

ブタ、トリ類 ブタ

トリ類

サル類 サル類

両生類、 両生類、

魚類、 魚類、

無脊椎動物 無脊椎動物

「動物種群の群分け」改定について（平成16年度から実施）
教育・認定専門委員会

実験動物一級・二級技術師資格認定試験における
選択動物種群の改定について

教育・認定専門委員会委員長 大和田一雄

総論
＋

１種選択

学科と
同じ

１種選択
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委員会名等 開催月日 協議内容及び決定事項

第３回総務会 15. 12. 16 平成16年度農林水産省補助予算について

第５回実験動物福祉専門委員会 16. 1. 13 実験動物基準に関わる日動協の提言

第４回情報専門委員会 16. 1. 15 LABLO21№16号の編集と17号の企画

第３回モニタリング技術小委員会 16. 1. 16 微生物モニタリングマニュアルの改訂

第６回教育・認定専門委員会 16. 1. 27 ①第19回一級技術師資格認定実地試験
②教科書改訂
③教育セミナー フォーラム2004

第６回実験動物福祉専門委員会 16. 2. 3 実験動物基準に関わる日動協の提言

第４回総務会 16. 2. 4 ①平成16年度事業計画、予算編成
②次期役員の選任方針、手続き

第２回運営会議 16. 2. 4 ①平成16年度事業計画、予算編成
②平成16年度役員・専門委員会の構成

第19回実験動物一級技術師資格認定 16. 3. 7
実地試験

第５回総務会 16. 3. 17

第７回教育・認定専門委員会 16. 3. 18

教育セミナー フォーラム2004 16. 3. 19

第２回ミニ豚等普及促進企画検討
委員会 16. 3. 22

第４回モニタリング技術小委員会 16. 3. 24

第41回理事会 16. 3. 25

開催月日 行事名

16. 4. 9 第１回通信教育小委員会

16. 5. 25 第42回理事会

16. 5. 25 第20回通常総会

2．行事予定
（１）協会関係

1．専門委員会等活動状況

協 会 だ よ り

◆第51回日本実験動物学会総会

◆第38回日本実験動物技術者協会総会

◆第1回AFLAS会議

日　時：2004年5月19日-22日

会　場：長崎ブリックホール他

大会長：佐藤浩（長崎大学）、渡邉洋二（長崎大学）、菅野茂

詳　細：http://www.cs-oto.com/nagasaki2004/

◆日本実験動物医学会学術集会

日　時：2004年5月19日（水）13：00～16：00

会　場：長崎ブリックホール国際会議場

◆第14回LECラット研究会大会

日　時：2004年5月19日

会　場：長崎ブリックホール

◆日本実験動物環境研究会

日　時：2004年5月21日　13：30～16：30

会　場：長崎市NCC＆スタジオ

◆第82回関西実験動物研究会

日　時：2004年6月25日（金）13：00～17：00

会　場：神戸臨床研究センター（TRI）会議室、神戸ポ

ートアイランド

テーマ：再生医療を支える基礎研究のトピックス

演　者：1．西川伸一（理化学研究所、副所長　GD）

「再生医療研究のトピックスーES細胞を中心

としてー」

2．石野史敏（東京医科歯科大学難治疾患研究所

エピジェニティクス分野教授）「生殖細胞系

列におけるゲノムインプリンティング研究に

おける最新のトピックス」

（２）関連協会団体行事
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STAFF

情報専門委員会

担当理事 新関治男 HARUO NIIZEKI

委 員 長 三枝順三 JUNZO  SAEGUSA

委 員 荒巻正樹 MASAKI  ARAMAKI

〃 櫻井康博 YASUHIRO  SAKURAI

〃 日j政彦 MASAHIKO  KUSANAGI

〃 久原孝俊 TAKATOSHI  KUHARA

〃 椎橋明広 AKIHIRO  SHIIHASHI 

〃 仁田修治 SHUJI  NITTA

〃 野澤卓爾 TAKUJI NOZAWA

事 務 局 宮本伸昭 NOBUAKI MIYAMOTO

〃 関　武浩 TAKEHIRO SEKI

制作 株式会社ティ・ティ・アイ TTI     K. NAMIMOTO
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◆ Discovery Strategies Conference 2004

日　時：2004年5月17～19日

"Mouse Genetics: Accelerating Drug Discovery and

Development"

詳　細：www.jax.org/pharma/discovery_2004

◆ The International Advancement of Education in

Veterinary and 

Comparative Pathology

日　時：2004年5月20～23日

◆ The inaugural meeting of the Marmoset Research

Group of the Americas

(MaRGA) 

日　時：2004年6月13～14日

詳　細：http://www.unomaha.edu/̃marga/marga_

index.html

◆ The IXth FELASAヨーロッパ実験動物連合 symposium

日　時：2004年6月14日～17日

テーマ："Internationalization and harmonization of

laboratory animal care and use issues".

◆ OLAW-FDA-NIH-USDA-AAALAC-ICCVAM

Balancing Animal Welfare, GLP, and Regulatory

Compliance in Preclinical Studies

日　時：2004年6月29～30日

詳　細：http://www.starwood.com/westin/index.html

or 1-800-937-8461

◆ The 2004 AVMA米国獣医学会Meeting

日　時：2004年7月24日～28日

◆ The 45th ANNUAL SHORT COURSE IN MEDICAL

AND EXPERIMENTAL MAMMALIAN GENETICS, 

日　時：2004年7月19～30日

詳　細：http://www.jax.org/courses/2004/45th_

annual_short_course.html

協 会 だ よ り

2,994,787頭とは何の数字か？2001年9月10日に国内初のＢＳＥが確認さ

れて以来の国内における総検査頭数（3/20現在）である。検査により11

頭が確認されたが、その率は実に27万2千分の1である。昨年末に初

摘発された米産牛肉は検査不徹底問題から輸入再開に至らず、残念

なことに2月中旬には「庶民の味」が街から消えた。

鳥インフルエンザでも人は大丈夫と言われながら消費が大きく落

ちた。東京都調査では3人に1人が「問題食品を避けるようになった」と

いう。「安心（信頼）」への移行には途方もない労力・お金・時間が掛

かるものと容認すべきか？風評とは怖いものである。

今月の「特集」では、当業界のテ－マでもある「適切な管理と使用」に

相通じるものがあると思われる「学校飼育動物」に支援を続けている獣

医師会活動を紹介した。幼児・学童期に動物の生命の尊さ、飼育法、

動物の役割を適切に理解させることには大きな意義がある。風評被害

を出さない風土作りには根気強い「努力」が要る。今後の獣医師会活動

にも一層の拡充を期待したい。 （仁田　修治）

（３）海外行事　　　米国実験動物学会の日程表はhttp//www.aalas.org/ の Calender で検索できます。

※関連団体の行事については出来るだけ多くの関係者に周知したいので、行事計画が決定した場合には事務局まで御連絡下さい。
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日本チャールス・リバー株式会社は、創業時の基本理念

「科学の知識に基づいた実験動物の生産・供給」に基づき、

世界のスタンダードとなる高品質SPF/VAF実験動物を安定供給し、

ライフサイエンスの発展を応援しています（VAF：Virus Antibody Free）。

※1995年、ISO9002シリーズ認証取得。
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